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年
頭
の
あ
い
さ
つ

「
希
望
の
持
て
る
年
に
」

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
、
町
政
に
特
段
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
衷
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
投
票
率
も
戦

後
最
低
水
準
で
あ
れ
ば
民
意
は
必

ず
し
も
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
与
え
た

と
は
言
い
に
く
く
、
数
を
頼
り
の

強
引
な
政
治
手
法
は
取
り
に
く
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
、
日
本
経
済
は
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ
り
、
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
や
成
長
力
の
強
化
に

向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
胆
な
金
融
緩
和
、
機
動
的
な
財

政
出
動
、
民
間
投
資
を
喚
起
す
る

成
長
戦
略
、い
わ
ゆ
る
「
３
本
の
矢
」

と
言
わ
れ
る
政
策
が
推
し
進
め
ら

れ
、
業
種
に
よ
り
濃
淡
は
あ
り
ま

す
が
、
大
幅
な
円
安
、
株
高
で
大

企
業
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
利
益

三
種
町
長

三　

浦　

正　

隆

年
が
皆
様
に
と
っ
て
明
る
い
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
消
費
税
増
税
先
送
り
の

「
民
意
を
問
う
」
形
で
行
わ
れ
た
突

然
の
解
散
総
選
挙
で
し
た
が
、
結

果
は
自
公
で
３
２
６
議
席
と
な
り

公
示
前
勢
力
と
ほ
ぼ
横
ば
い
な
が

ら
、
衆
議
院
で
法
案
再
可
決
が
可

能
な
３
分
の
２
の
議
席
を
獲
得
し

ま
し
た
。
こ
れ
で
安
倍
内
閣
は
今

後
３
年
間
は
安
定
し
た
政
権
運
営

が
出
来
る
訳
で
す
が
、
集
団
的
自

衛
権
、
地
方
創
生
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
農

協
改
革
な
ど
農
政
問
題
、
普
天
間

基
地
の
辺
野
古
移
転
、
原
発
再
稼

働
な
ど
様
々
な
難
問
が
待
ち
構
え
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を
上
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
中
小
企
業
や
地
方
は
と

言
え
ば
、
未
だ
そ
の
恩
恵
を
実
感

で
き
な
い
で
い
ま
す
。
む
し
ろ
円

安
に
よ
る
原
材
料
高
、
小
麦
な
ど

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
生
活
必
需
品

の
値
上
げ
、
電
気
料
金
の
値
上
げ
、

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
の
高
止
ま
り
に

よ
り
以
前
よ
り
生
活
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
追
い
打

ち
を
か
け
る
よ
う
な
米
概
算
金
の

大
幅
な
減
額
が
農
家
経
済
を
直
撃

し
て
い
ま
す
。

　

日
銀
秋
田
支
店
が
投
票
日
翌
日

発
表
し
た
県
内
の
短
観
に
よ
れ
ば
、

全
産
業
は
マ
イ
ナ
ス
６
で
２
ポ
イ

ン
ト
悪
化
。
内
訳
で
は
製
造
業
が

プ
ラ
ス
２
で
２
ポ
イ
ン
ト
改
善
し

た
も
の
の
非
製
造
業
は
マ
イ
ナ
ス

11
で
５
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て
い
ま

す
。
先
行
き
（
２
０
１
５
年
３
月
）

は
全
産
業
が
マ
イ
ナ
ス
８
で
２
ポ

イ
ン
ト
の
悪
化
で
、
製
造
業
は
６

ポ
イ
ン
ト
改
善
の
プ
ラ
ス
８
を
見

込
む
も
の
の
、
非
製
造
業
は
５
ポ

イ
ン
ト
悪
化
の
マ
イ
ナ
ス
16
の
見

込
み
で
す
。

　

ま
た
、
秋
田
財
務
事
務
所
が
発

表
し
た
２
０
１
４
年
10
〜
12
月
期

の
県
内
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査

に
よ
り
ま
す
と
全
産
業
の
景
況

判
断
Ｂ
Ｓ
Ｉ
は
前
期
比
17
・
６
ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
て
マ
イ
ナ
ス
11
・

３
と
な
り
、
そ
の
う
ち
製
造
業
は

５
・
４
ポ
イ
ン
ト
悪
化
の
マ
イ
ナ

ス
５
・
４
、
非
製
造
業
は
25
・
０

ポ
イ
ン
ト
悪
化
の
マ
イ
ナ
ス
15
・
０

で
し
た
。
先
行
き
に
つ
い
て
は
１

〜
３
月
期
が
８
・
３
ポ
イ
ン
ト
悪

化
し
て
マ
イ
ナ
ス
19
・
６
。
４
〜

６
月
期
は
14
・
４
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
て
マ
イ
ナ
ス
５
・
２
と
な
る
見

込
み
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
現
時
点
で
は

県
内
の
先
行
き
見
通
し
を
い
ず
れ

も「
悪
化
」す
る
と
見
込
ん
で
お
り
、

町
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
判
断
を
基

に
今
後
、
景
気
が
こ
れ
以
上
悪
化

し
な
い
よ
う
な
対
策
を
考
え
る
つ

も
り
で
す
。

　

ち
な
み
に
今
年
の
町
の
事
業
で

す
が
、
い
よ
い
よ
農
地
中
間
管
理

事
業
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
３
つ
の
農
林
関
係

機
関
を
１
カ
所
に
集
約
す
る
た
め

施
設
改
修
等
を
行
い
、６
月
の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
と
の
未
来
づ
く
り
協
働
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
予
定
で
は
い
よ
い
よ

ス
タ
ー
ト
で
き
る
段
階
に
来
ま
し

た
。
町
営
住
宅
の
建
替
工
事
、
町

道
整
備
等
の
大
型
事
業
も
始
ま
り

ま
す
。
学
校
関
係
の
施
設
整
備
も

か
な
り
の
予
算
を
必
要
と
し
て
い

ま
す
。
国
・
県
関
係
で
は
懸
案
で

あ
り
ま
し
た
三
種
川
河
川
改
修
工

事
や
国
道
７
号
線
大
曲
地
区
歩
道

拡
幅
工
事
も
始
ま
り
ま
す
。
こ
の

他
紙
面
の
都
合
上
書
き
切
れ
ま
せ

ん
が
、
新
規
事
業
や
拡
充
事
業
も

控
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
は
羊
年
。
相
場
の
格

言
で
は
「
未
（
ひ
つ
じ
）
辛
抱
」

だ
そ
う
で
す
。
仮
に
我
慢
を
強
い

ら
れ
そ
う
な
展
開
に
な
っ
た
と
し

て
も
着
実
に
事
業
を
進
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
課
題
解
決
に

向
け
本
年
も
真
っ
直
ぐ
に
力
強
く

歩
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
多
幸
を

御
祈
念
申
し
上
げ
て
新
年
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。
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試
合
は
１
回
、
開
始
１
分
30
秒
で
三
浦
選
手

が
左
で
ダ
ウ
ン
を
奪
い
幸
先
良
い
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
す
が
、
挑
戦
者
も
し
ぶ
と
く
、
接
近
戦

で
の
激
し
い
打
ち
合
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
徐
々
に
三
浦
選
手
の
右
が
ボ
デ
ィ

に
決
ま
り
始
め
ま
す
。
頭
を
振
っ
て
攻
撃
を
交

わ
し
、
見
事
な
ガ
ー
ド
を
披
露
。
関
係
者
か
ら

「
う
ま
く
な
っ
た
」
と
称
賛
さ
れ
た
三
浦
選
手

は
、
２
ラ
ウ
ン
ド
以
降
は
体
も
ほ
ぐ
れ
、
落
ち

着
い
た
試
合
運
び
を
見
せ
ま
す
。

　

こ
の
日
、
会
場
に
は
三
種
町
な
ど
か
ら
約

２
０
０
人
の
大
応
援
団
が
駆
け
つ
け
、
の
ぼ
り

旗
を
掲
げ
て
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。ま
た
、

地
元
で
は
砂
丘
温
泉
ゆ
め
ろ
ん
で
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
行
い
約
１
２
０
人
が
テ
レ
ビ

の
前
で
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

大
き
く
試
合
が
動
い
た
の
は
３
回
、
残
り
１

分
で
頭
を
振
っ
て
相
手
の
攻
撃
を
交
わ
し
な
が

ら
隙
を
伺
っ
て
い
た
三
浦
選
手
が
、
低
い
体
勢

か
ら
ボ
ン
バ
ー
レ
フ
ト
！
ダ
ウ
ン
ま
で
は
い
か

な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
で
挑
戦
者
へ
の
ダ

メ
ー
ジ
が
決
定
的
に
な
り
ま
し
た
。
迫
力
の
パ

ン
チ
に
会
場
か
ら
は
隆
司
コ
ー
ル
が
沸
き
お
こ

り
ま
す
。

　

そ
し
て
６
回
２
分
15
秒
、
鮮
や
か
な
ボ
デ
ィ

へ
の
ボ
ン
バ
ー
レ
フ
ト
！
ぐ
ら
つ
い
た
挑
戦
者

に
怒
涛
の
ラ
ッ
シ
ュ
を
あ
び
せ
か
け
レ
フ
ェ

リ
ー
ス
ト
ッ
プ
。
Ｔ
Ｋ
Ｏ
勝
ち
で
３
度
目
の
防

衛
に
成
功
し
ま
し
た
。
世
界
王
者
の
貫
禄
を
存

分
に
見
せ
つ
け
た
素
晴
ら
し
い
試
合
で
し
た
。

　

試
合
終
了
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
厳
し
い

表
情
の
三
浦
選
手
で
し
た
が
息
子
、
武た

け

元は
る

君
の

一
言
「
カ
ッ
コ
良
か
っ
た
」
に
初
め
て
ニ
ッ
コ

リ
。
最
後
は
武
元
君
と
勝
利
の
「
ボ
ン
バ
ー
！
」

で
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

三
浦
選
手
、Ｖ
３
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
夢
と
希
望
と
た
く
さ
ん
の
感
動
を
あ
り

が
と
う
！

　

世
界
ボ
ク
シ
ン
グ
評
議
会

（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
世
界
ス
ー
パ
ー

フ
ェ
ザ
ー
級
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ

が
11
月
22
日
、
横
浜
国
際
プ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

三
種
町
浜
田
出
身
の
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
三
浦
隆
司
選

手
（
30
＝
帝
拳
）
が
同
級
１
位

の
エ
ド
ガ
ル
・
プ
エ
ル
タ
選
手

（
32
＝
メ
キ
シ
コ
）
を
６
回
Ｔ

Ｋ
Ｏ
で
下
し
、
３
度
目
の
防
衛

を
果
た
し
ま
し
た
。

WBC世界スーパーフェザー級タイトルマッチV3
三
浦 

隆
司 

Ｔ
Ｋ
Ｏ 

エ
ド
ガ
ル
・
プ
エ
ル
タ

６
回　

２
分
15
秒　

GONG!
約200人の大応援団も試合を熱く盛り上げた 試合開始  緊張の瞬間！ 入場  気合十分の三浦選手
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６回  ボンバーレフトがボディに炸裂！

健闘を讃え合う両者  挑戦者も強かった！
締めくくりは息子、武元（たけはる）君の「ボンバー！」

たたみかける連打でＫＯだ！

　三浦選手へ地元の熱いメッセージを込めた「三浦
隆司応援ムービー」を作成しました。
　三浦選手の母校、浜口小、八竜中学校の児童生徒、
金足農業高校ボクシング部員のみなさん等、多くの
方たちの協力のもと、できあがったムービーを防衛
戦前に本人へお届けしました。
　ご協力いただいたみなさん本当にありがとうござ
いました。
　応援ムービーはYoutubeで公開
されておりますので、ご覧ください。

＊ ＊ ＊ 応援メッセージ ＊ ＊ ＊

開開
。

凱
旋

三浦隆司 応援  で検索

12
月
３
日
、
三
浦
隆
司
選

手
が
凱
旋
。
役
場
へ
優
勝
の

報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

三
浦
選
手
は
「
一
戦
一
戦

を
大
事
に
戦
っ
て
行
く
。
海

外
の
ビ
ッ
ク
ネ
ー
ム
の
選
手

と
戦
い
た
い
」
と
今
後
の
抱

負
を
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
Ｖ
３
の
文
字
で

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
花
束
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
９
日
に
は
浜
口
小
学

校
、
八
竜
中
学
校
、
金
足
農

業
高
校
を
訪
問
。
母
校
の
児

童
生
徒
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん

の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。
最

後
に
秋
田
県
庁
を
訪
問
し
、

堀
井
副
知
事
に
防
衛
成
功
を

報
告
し
ま
し
た
。

おめめでででとととううう
選選手手
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平
成
27
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針

　

国
で
は
、
平
成
27
年
度
予
算
要
求
に

当
た
っ
て
の
基
本
的
な
方
針
の
な
か

で
、
平
成
27
年
度
予
算
は
、「
中
期
財

政
計
画
」
に
沿
っ
て
、
平
成
26
年
度
予

算
に
続
き
、
民
需
主
導
の
経
済
成
長
と

財
政
健
全
化
目
標
の
双
方
の
達
成
を
目

指
し
メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
予
算
と
す
る

た
め
、施
策
の
優
先
順
位
を
洗
い
直
し
、

無
駄
を
徹
底
し
て
排
除
し
つ
つ
、
予
算

の
中
身
を
大
胆
に
改
革
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
み
る

と
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応
し
効
率

的
で
効
果
的
な
自
治
を
目
指
す
た
め
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
た
こ
と
や
、
国

の
地
方
財
政
対
策
に
よ
る
地
方
交
付
税

等
の
増
額
に
よ
り
、
各
種
財
政
指
標
も

改
善
し
て
き
て
お
り
、
現
時
点
で
は
健

全
な
財
政
状
況
に
転
じ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
長
期
財
政
見
通
し

で
は
、
地
方
交
付
税
の
合
併
特
例
加
算

が
終
了
す
る
平
成
33
年
度
に
お
い
て

は
、
約
３
億
６
千
万
円
程
度
の
収
支
不

足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、「
行
財

政
改
革
大
綱
」
の
着
実
な
実
施
に
よ
る

安
定
的
な
財
政
基
盤
の
確
立
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
は
「
通
年

型
予
算
」
と
し
て
編
成
し
、
人
口
減
少

行  

政  

報  

告

　平成26年12月三種町議会定例会が、12月10日
から12日の会期で開催されました。
　平成26年度三種町一般会計補正予算（案）など議
案等15件が審議されました。このうち議案等14件
は原案通り可決されましたが、議案１件（三種町監査
委員の選任）については賛成少数で否決されました。
　開会初日に町長が行政報告を行いましたのでその主
な趣旨と審議された主な議案についてお伝えします。

三　種　町
議会定例会

対
策
の
対
応
を
含
め
、
第
１
に
住
民
生

活
環
境
施
設
の
整
備
、
第
２
に
雇
用
対

策
推
進
事
業
の
継
続
、
第
３
に
地
域
特

性
を
活
か
し
た
産
業
振
興
対
策
、
第
４

に
暮
ら
し
の
安
心
確
保
対
策
、
以
上
の

４
分
野
を
重
点
事
業
と
し
て
位
置
づ
け

な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

源
泉
所
得
税
の
徴
収
漏
れ

に
つ
い
て

　

能
代
税
務
署
に
よ
る
依
頼
を
受
け
、

平
成
22
年
１
月
以
降
の
分
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
業
務
委
託
し
た
建
築
士
等
12

人
に
対
し
、
２
１
３
万
４
千
６
百
円
の

徴
収
漏
れ
が
判
明
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

担
当
職
員
が
委
託
料
を
源
泉
徴
収
の
対

象
外
と
勘
違
い
し
て
い
た
こ
と
が
原
因

で
す
。

　

こ
の
後
、
不
納
付
加
算
税
等
の
額
が

確
定
次
第
、
予
算
措
置
し
、
税
務
署
へ

納
付
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き

な
い
よ
う
、
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底

な
ど
、
法
令
を
遵
守
し
た
適
正
な
事
務

執
行
に
努
め
ま
す
。

第
９
回
三
種
町
町
民
祭
に

つ
い
て

10
月
25
日
と
26
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
「
豊
か
な
文
化
と
き
ら
め
く
笑
顔
」

を
テ
ー
マ
に
、
琴
丘
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

産
業
部
門
で
は
、
農
産
物
直
売
や
岩

手
県
普
代
村
の
海
産
物
等
の
出
店
と
、

各
団
体
の
事
業
展
示
及
び
試
食
コ
ー
ナ

ー
や
町
内
企
業
の
製
品
展
示
な
ど
が

あ
っ
た
ほ
か
、
各
種
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

屋
内
外
で
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
文
化
部
門
の
発
表
の

ほ
か
今
立
善
子
さ
ん
の
一
人
芝
居
と
講

演
、
あ
っ
ち
幾
三
＆
斉
藤
京
子
コ
ン

サ
ー
ト
、
毒
蝮
三
太
夫
さ
ん
の
講
演
会

も
行
わ
れ
、
感
動
あ
り
、
笑
い
あ
り
、

会
場
に
は
き
ら
め
く
笑
顔
が
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

　

２
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
関
係
団
体
並
び
に
町
民
各
位

の
ご
協
力
の
お
陰
で
あ
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平成26年12月

三種町町民祭　毒蝮三太夫氏　講演会
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東
京
・
北
海
道
み
た
ね
会

に
つ
い
て

　

東
京
み
た
ね
会
は
11
月
９
日
、
上
野

精
養
軒
を
会
場
に
総
会
並
び
に
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
、
会
員
・
来
賓
を
併
せ
て

２
４
０
名
ほ
ど
の
出
席
者
で
、
一
年
に

一
度
の
ふ
る
さ
と
会
を
盛
大
に
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、杉
沢
会
長
の
あ
い
さ
つ
、

来
賓
の
祝
辞
と
続
き
、
25
年
度
事
業
報

告
や
決
算
、
26
年
度
事
業
計
画
や
予
算

が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
後
、
恒
例

と
な
っ
た
橋
本
五
郎
さ
ん
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
・
懇
親
会
で
は
、
久
し
ぶ
り

に
顔
を
合
わ
せ
た
会
員
同
士
、
じ
ゅ
ん

さ
い
だ
ま
こ
鍋
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら

会
話
も
弾
み
、
ふ
る
さ
と
談
義
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
鹿

渡
の
松
庵
寺
副
住
職
で
あ
る
渡
辺
英
心

さ
ん
が
率
い
る
ラ
テ
ン
バ
ン
ド
「
コ
ロ

リ
ダ
ス
」
に
よ
る
演
奏
の
後
、
恒
例
と

な
っ
た
ふ
る
さ
と
の
特
産
品
が
当
た
る

抽
選
会
で
は
一
喜
一
憂
し
、
橋
本
五
郎

さ
ん
を
中
心
と
し
て
テ
ー
ブ
ル
や
出
身

地
域
毎
の
写
真
撮
影
会
と
な
る
な
ど
、

最
後
は
出
席
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
、
大
変
賑
や
か
な
ふ
る
さ
と

会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
北
海
道
ふ
る
さ

と
会
の
一
本
化
と
な
る
北
海
道
み
た
ね

会
の
設
立
総
会
は
、
11
月
16
日
に
札
幌

市
の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
園
ピ
ル
ゼ
ン
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
会
員
・
来
賓
併
せ
て
43
名
出

席
の
も
と
、
は
じ
め
に
設
立
準
備
委
員

会
か
ら
北
海
道
み
た
ね
会
設
立
の
趣
旨

説
明
が
行
わ
れ
、
規
約
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
初
代
会
長
に
は
、
全
会
一
致
で

前
八
竜
会
会
長
を
務
め
ら
れ
た
外
崎
久

氏
が
選
任
さ
れ
、
外
崎
会
長
は
、
設
立

に
あ
た
っ
て
の
お
礼
と
、
今
後
町
へ
の

協
力
や
会
員
相
互
の
交
流
を
行
っ
て
い

く
こ
と
や
、
会
員
の
高
齢
化
と
減
少
が

心
配
で
あ
り
、
若
い
人
達
の
加
入
を
促

し
て
い
き
た
い
旨
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、新
ふ
る
さ
と
会
と
し
て
は
、

は
じ
め
て
と
な
る
事
業
計
画
と
予
算
が

承
認
さ
れ
、
交
流
会
に
移
り
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
お
互
い
の
近
況
や
ふ
る

さ
と
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
、
出
席
者

全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
、
最

後
に
来
年
の
再
会
を
誓
い
合
い
な
が
ら

万
歳
三
唱
で
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
両
ふ
る
さ
と
会
が
ま

す
ま
す
発
展
さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
ふ

る
さ
と
会
の
活
動
が
町
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
、
お
互
い
に
連
携
・
協
力

し
あ
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

三
種
町
第
４
期
障
害
福
祉

計
画
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
に
、
第
１
回
目
と
な
る
策

定
委
員
会
を
開
催
し
、
県
の
関
係
機
関

や
町
内
の
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
、
各

関
係
団
体
の
方
々
に
、
策
定
委
員
を
委

嘱
し
て
い
ま
す
。
本
計
画
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
３
箇
年
を
計

画
期
間
と
し
、
三
種
町
に
お
け
る
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
内
容
や
、
そ
の

事
業
量
等
を
明
記
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
現
況
の
把
握
と
分
析
、

将
来
の
推
計
等
を
し
な
が
ら
策
定
委
員

会
を
開
催
し
、
年
度
内
の
策
定
に
向
け

鋭
意
検
討
を
重
ね
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。「

敬
老
式
」
に
つ
い
て

　

10
月
15
日
に
琴
丘
総
合
体
育
館
で
開

催
し
て
お
り
、
当
日
は
、
数
え
年
70
歳

の
初
敬
老
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
を
は
じ

め
、
節
目
と
な
ら
れ
た
各
地
域
の
皆
さ

ん
が
一
堂
に
会
し
、
お
互
い
に
お
祝
い

を
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

本
年
の
対
象
者
は
、
数
え
年
70
歳
の

古
希
を
迎
え
ら
れ
た
初
敬
老
の
方
が

１
９
８
名
、
77
歳
の
喜
寿
を
迎
え
た
方

が
、
２
７
９
名
、
80
歳
の
傘
寿
を
迎
え

た
方
が
３
０
８
名
、
88
歳
の
米
寿
を
迎

え
た
方
が
１
８
３
名
、
90
歳
の
卒
寿
を

迎
え
た
方
が
１
３
０
名
、
95
歳
を
迎
え

た
方
が
56
名
、
１
０
０
歳
以
上
の
方
が

26
名
の
あ
わ
せ
て
１
１
８
０
名
の
方
々

と
、
金
婚
式
を
迎
え
た
12
組
の
皆
様
に

ご
案
内
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
も
と
１
６
４
名

の
皆
様
か
ら
参
加
を
い
た
だ
き
盛
会
裡

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
敬
老
者
各

位
の
ご
健
康
と
益
々
の
ご
長
寿
、
更
な

る
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
た
と
こ

ろ
で
す
。

自
殺
予
防
対
策
に
つ
い
て

　

町
民
祭
２
日
目
の
10
月
26
日
、
琴
丘

総
合
体
育
館
に
お
い
て
「
心
の
あ
た
た

か
さ
命
の
す
ば
ら
し
さ
」
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
６

回
目
と
な
る
今
回
は
、
能
代
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
・
キ
ッ
ズ
代
表
で
あ
り
、
秋
田
弁

に
よ
る
一
人
芝
居
に
定
評
の
あ
る
今
立

善
子
さ
ん
か
ら
「
明
る
く
生
き
る
」
と

題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一

人
芝
居
で
は
、
家
庭
の
ト
ラ
ブ
ル
や
人

生
の
悩
み
を
、
老
婆
は
ど
う
み
る
か
を 敬　老　式

広報 みたね
mitane town
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語
り
、後
段
で
は
、闘
病
に
あ
っ
て
「
明

る
く
生
き
る
」
こ
と
に
価
値
を
見
い
だ

し
た
人
生
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、当
日
は
、講
演
に
先
立
ち
、「
心

の
あ
た
た
か
さ
命
の
す
ば
ら
し
さ
」
標

語
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
も
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
の
応
募
総
数
は
９
９
１
点

と
な
り
、
力
作
が
多
く
選
考
に
苦
慮
し

ま
し
た
が
、
小
学
校
の
低
学
年
、
高
学

年
、
中
学
生
及
び
一
般
の
各
部
毎
に
３

点
を
選
び
、
12
名
の
受
賞
者
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
自
殺
者
数
は
、
１
月
か
ら
11

月
末
ま
で
の
間
に
７
名
と
昨
年
１
年
間

と
同
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
専
門
家
の

方
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
も

得
な
が
ら
、
悩
ん
で
い
る
人
、
迷
っ
て

い
る
人
に
打
ち
明
け
ら
れ
る
機
会
を
つ

く
り
、
解
決
へ
の
支
援
を
、
あ
る
い
は

解
決
し
な
い
な
が
ら
も
、
生
き
て
い
く

力
を
呼
び
戻
す
支
援
を
進
め
て
い
き
ま

す
。平

成
26
年
産
米
に
つ
い
て

　

米
の
直
接
支
払
交
付
金
が
10
ａ
当
た

り
１
万
５
千
円
か
ら
７
千
５
百
円
に
半

減
し
た
こ
と
に
加
え
、
本
年
産
米
の
概

算
金
が
昨
年
よ
り
60
㎏
当
た
り
３
千
円

引
き
下
げ
ら
れ
た
た
め
、
農
業
経
営
者

に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き
い
も
の

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
米
の

直
接
支
払
交
付
金
と
転
作
関
係
助
成
金

に
つ
い
て
は
、
12
月
８
日
に
交
付
と
な

り
ま
し
た
。

米
価
下
落
に
伴
う
町
独
自

の
支
援
に
つ
い
て

　

県
で
は
米
価
下
落
に
伴
う
緊
急
対
策

と
し
て
稲
作
経
営
安
定
緊
急
対
策
資
金

の
融
資
を
行
っ
て
お
り
、
町
で
も
債
務

保
証
料
へ
の
助
成
を
行
う
な
ど
の
農
家

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
町
独

自
の
農
家
支
援
策
を
検
討
し
た
結
果
、

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
担
い
手
農
家
へ
の

農
用
地
の
集
積
を
進
め
て
き
て
い
る
こ

と
や
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
推
進
す

る
観
点
か
ら
、
出
し
手
の
貸
し
渋
り
や

受
け
手
の
借
り
渋
り
を
解
消
し
て
い
く

う
え
で
、
農
用
地
を
集
積
し
て
い
る
農

家
へ
の
支
援
助
成
を
予
算
計
上
し
ま
し

た
。平

成
27
年
産
米
の
都
道
府
県

別
生
産
数
量
目
標
に
つ
い
て

　

11
月
28
日
の
発
表
に
よ
る
と
、
平
成

26
年
産
米
の
生
産
量
が
平
年
作
よ
り
増

加
し
た
こ
と
や
、
米
の
需
要
減
少
に
よ

り
依
然
と
し
て
在
庫
過
剰
の
状
況
が

見
込
ま
れ
、
全
国
の
生
産
数
量
目
標

は
１
・
８
％
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
本

県
分
と
し
て
は
率
に
し
て
３
・
６
％
減

少
、
面
積
換
算
値
と
し
て
は
２
千
７
百

ha
減
少
の
41
万
７
千
５
４
０
ト
ン
の
配

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

　

農
地
借
り
受
け
者
の
第
２
回
目
募
集

が
11
月
10
日
で
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
期
間
中
23
経
営
体
、
１
８
０
ha
の

借
り
受
け
希
望
と
な
り
、
第
１
回
目
と

併
せ
る
と
42
経
営
体
、
３
０
８
ha
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
貸
し
付
け

希
望
者
は
全
体
で
26
人
、
42 

ha
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
関
係
資
料
を
も
と
に
現
地
確

認
調
査
及
び
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業
を
進
め

て
お
り
、
１
月
に
開
催
予
定
の
農
業
委

員
会
総
会
へ
、
農
用
地
利
用
集
積
計
画

並
び
に
農
用
地
利
用
配
分
計
画
書
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
農

家
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
掘
り
起
こ

し
、
今
後
も
情
報
提
供
や
説
明
機
会
の

場
を
設
け
て
事
業
展
開
し
て
参
り
ま

す
。松

く
い
虫
被
害
対
策
に
つ
い
て

　

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
被
害
木
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
特
に
海
岸
沿

い
の
能
代
市
と
の
市
町
界
付
近
、ま
た
、

メ
ロ
ン
ロ
ー
ド
の
内
陸
側
で
著
し
く
被

害
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

松
く
い
虫
対
策
は
、
７
月
か
ら
10
月

に
変
色
し
た
被
害
木
で
あ
る
夏
枯
れ
の

処
理
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
今
後
、
県
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
海
岸
松
林
を
守
る
防
除
を

最
優
先
と
し
、
適
切
な
伐
倒
搬
出
処
理

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

ゆ
う
ぱ
る
宿
泊
棟
改
修
に

つ
い
て

　

解
体
工
事
は
10
月
15
日
に
完
了
し
、

宿
泊
棟
改
修
工
事
は
基
礎
配
筋
作
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
完
成

は
２
月
27
日
、
営
業
開
始
は
３
月
下
旬

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

能
代
山
本
関
東
圏
企
業
懇

談
会
に
つ
い
て

　

企
業
誘
致
を
目
的
に
10
月
20
日
、
東

京
都
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
能
代
市
単
独
か
ら
、
今 平成26年産米の収穫　上岩川二本杉

平成27年1月 8
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年
度
は
当
町
の
ほ
か
藤
里
町
、
八
峰
町

も
加
わ
り
、
能
代
山
本
地
域
に
関
係
す

る
首
都
圏
企
業
42
社
69
名
と
、
関
係
者

26
名
の
95
名
が
参
加
し
、
各
市
町
の
プ

レ
ゼ
ン
の
あ
と
、
企
業
関
係
者
等
と
情

報
交
換
や
懇
談
を
重
ね
、
関
係
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
、
企
業
誘
致
に
結
び
付

く
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
関
係
に
つ
い
て

　

じ
ゅ
ん
さ
い
等
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

は
、
10
月
４
日
に
今
年
最
後
の
流
し

じ
ゅ
ん
さ
い
イ
ベ
ン
ト
を
東
能
代
駅
で

実
施
し
た
ほ
か
、
10
月
５
日
に
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
主
催
で
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン

グ
、「
キ
ル
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ

み
た
ね
と
天
空
の
流
し
じ
ゅ
ん
さ
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
16
日
、
18
日
、
19
日
に

は
「
Ｓ
Ｌ
あ
き
た
路
号
」
が
、
25
日
に

は
「
秋
田
の
食
満
喫
号
、
Ｎ
Ｏ
．
Ｄ
Ｏ
．

Ｋ
Ａ
（
の
ど
か
）」
の
臨
時
列
車
が
あ

り
、
森
岳
駅
及
び
鹿
渡
駅
ホ
ー
ム
で
、

「
長
信
田
太
鼓
」
の
演
奏
や
、「
長
面
三

兄
弟
」
で
の
出
迎
え
、「
流
し
じ
ゅ
ん

さ
い
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
お
も
て

な
し
で
、
三
種
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

除
雪
体
制
に
つ
い
て

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
町
有
除
雪
車
25
台
、

業
者
か
ら
の
借
上
機
械
28
台
の
計
53
台

で
の
除
雪
体
制
で
実
施
し
ま
す
。

　

平
常
時
の
除
雪
に
つ
い
て
は
降
雪
量

10
㎝
を
メ
ド
に
出
動
し
、
通
勤
通
学
路

は
早
朝
作
業
を
原
則
と
し
て
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
降
雪
量
に
関
わ
ら
ず
、
強

風
等
に
よ
る
吹
き
だ
ま
り
や
雪
解
け
で

通
行
が
困
難
な
場
合
、
路
面
が
凍
結
し

た
場
合
な
ど
は
、
良
好
な
路
面
管
理
に

努
め
る
た
め
、
出
動
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
豪
雪
等
の
場
合
は
、
対
策
本

部
を
含
め
緊
急
体
制
を
と
り
、
そ
の
都

度
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　

冬
期
間
は
、
降
雪
に
よ
り
道
幅
が
狭

く
な
る
こ
と
か
ら
、
除
雪
作
業
が
ス

ム
ー
ズ
に
出
来
る
よ
う
、
路
上
駐
車
の

禁
止
や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
消
火

栓
ま
わ
り
の
除
雪
作
業
等
、
町
民
各
位

の
協
力
を
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

温
泉
事
業
に
つ
い
て

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
別
荘
分
譲
地

へ
の
送
湯
管
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
度

か
ら
改
修
工
事
を
進
め
て
き
て
い
ま
す

が
、
本
年
10
月
に
お
い
て
別
荘
分
譲
中

継
ポ
ン
プ
場
ま
で
の
改
修
が
完
了
し
ま

し
た
。

水
道
事
業
に
つ
い
て

　

水
道
バ
イ
パ
ス
管
改
良
工
事
が
10
月

に
完
了
し
て
お
り
、
木
戸
沢
〜
関
ノ
台

間
の
漏
水
等
に
よ
る
断
水
の
際
、
大
町

地
区
系
統
の
配
水
管
か
ら
の
配
水
が
可

能
と
な
り
、
豊
岡
地
区
方
面
の
断
水
が

軽
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

小
中
学
校
関
係
に
つ
い
て

　

下
岩
川
小
学
校
校
舎
耐
震
改
修
工
事

は
７
月
中
旬
か
ら
工
事
を
開
始
し
、
12

月
１
日
に
完
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
町

内
小
中
学
校
の
校
舎
・
体
育
館
の
耐
震

改
修
工
事
は
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
お
い
て
は
、

八
竜
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

が
、
秋
田
県
中
学
校
秋
季
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
、
平
成
２
年
以
来
３
回

目
の
優
勝
を
果
た
し
た
ほ
か
、
同
じ
く

男
子
卓
球
部
が
全
県
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

郡
市
の
秋
季
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
で
は
、
男
子
は
浜
口
ス
ポ
少
、

女
子
は
下
岩
川
ス
ポ
少
が
優
勝
し
、
１

月
４
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
、
第
43
回
全

県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
交
歓
大
会
兼
第
37

回
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
へ
の

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

全
国
俳
句
大
会
で
は
湖
北
小
学
校
が

特
選
１
点
、
入
選
が
７
点
選
ば
れ
て
い

る
ほ
か
、
県
や
能
代
山
本
管
内
に
お
い

て
も
、
習
字
や
絵
画
部
門
な
ど
各
作
品

展
で
金
賞
を
は
じ
め
多
く
の
作
品
が
入

選
、
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
19
日
に
は
、
東
京
都
で
「
平
成

26
年
度　

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣

表
彰
」
の
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、
下
岩

川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
与
え
ら
れ
る
最
高

の
表
彰
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が

評
価
さ
れ
今
回
の
表
彰
に
つ
な
が
っ
た

も
の
で
あ
り
、
た
い
へ
ん
名
誉
な
こ
と

で
す
。

ＳＬあきた路号　森岳駅

平成26年度　優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰

広報 みたね
mitane town
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「
第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ

き
た
２
０
１
４
」
に
つ
い
て

　
「
キ
ル
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
み

た
ね
」
は
、10
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
、

山
本
体
育
館
と
山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
」
に
は
、
全
国

か
ら
１
５
１
点
の
応
募
が
あ
り
、
能
代

市
の
武
田
京
子
さ
ん
の
作
品
が
最
高
賞

の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
ま
た
、
国
内
外
の
コ
ン
ク
ー
ル
受

賞
作
品
な
ど
優
れ
た
作
品
に
よ
る
「
特

別
出
品
作
品
の
部
」
に
は
36
点
を
展
示

し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
７
日
間
で
延
べ
１
万
６
千

８
２
８
人
の
方
が
訪
れ
、
力
作
の
数
々

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
地
歌
舞
伎
の
祭
典
」
は
、
10
月
18

日
・
19
日
、
山
本
体
育
館
と
農
村
歌
舞

伎
会
館
を
会
場
に
開
催
し
、
地
元
の
森

岳
歌
舞
伎
と
森
岳
子
ど
も
歌
舞
伎
、
山

形
県
の
鮭
川
歌
舞
伎
、
山
五
十
川
歌
舞

伎
、
岩
手
県
の
黒
沢
尻
歌
舞
伎
の
５
団

体
が
演
目
披
露
し
ま
し
た
。

　

２
日
間
で
延
べ
１
千
７
百
人
が
訪

れ
、
演
目
の
幕
間
に
は
、
地
元
の
「
長

信
田
太
鼓
」、「
じ
ゅ
ん
さ
い
音
頭
」、「
森

岳
通
り
音
頭
」
な
ど
を
披
露
し
、
会
場

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
国
民
文
化
祭
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
町
外
か
ら
の
お
客
様
を
特
産

品
で
お
も
て
な
し
を
し
よ
う
と
「
流
し

じ
ゅ
ん
さ
い
」
と
「
じ
ゅ
ん
さ
い
汁
の

振
る
舞
い
」
を
行
い
大
人
気
で
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
外
で
多
く
の
町
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
関
係
に
つ
い
て

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
三
種
体
協
琴
丘

チ
ー
ム
が
、
秋
田
県
ク
ラ
ブ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
優
勝
、
東
北

大
会
で
３
位
入
賞
を
果
た
し
、
３
月
に

京
都
府
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
２

年
連
続
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
か
ね
て
よ
り
開
催
申
請
し
て

い
た
、
平
成
27
年
度
大
相
撲
三
種
場
所

が
、
平
成
27
年
８
月
18
日
に
琴
丘
総
合

体
育
館
で
開
催
す
る
こ
と
が
内
定
し
ま

し
た
。
今
後
、
開
催
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
準
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

【審議された主な議案等】 【一般会計の主な歳出】

八竜地区放課後児童クラブ移設関係経費 7,020千円

農政機関合同庁舎改修工事費 3,000千円

米価下落緊急対策小作料補助金 55,000千円

ゆうぱる宿泊棟の消耗品及び備品購入費 13,274千円

台湾交流事業 1,350千円

スポーツ・文化合宿誘致事業助成金 1,500千円

住宅リフォーム助成金 2,000千円

教科指導書等購入費 11,860千円

大相撲三種場所実行委員会補助金 2,500千円

農地農業用施設災害復旧事業 64,084千円

林道施設災害復旧事業 19,397千円

◎三種町行政手続条例等の一部改正について

◎三種町国民健康保険条例の一部改正について

◎三種町山本健康保養センターの設置及び管
理運営に関する条例の一部改正について

◎三種町道路占用料徴収条例の一部改正につ
いて

◎平成26年度一般会計及び各特別会計の予
算の補正に関する議案 ６件

◎三種町監査委員の選任について

◎人権擁護委員候補者の推薦に関する諮問 １件

キルトフェスティバルinみたね
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第47回衆議院議員総選挙
第23回最高裁判所裁判官国民審査 投開票結果

　12月14日に行われた衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官
国民審査の本町における投開票結果は次のとおりです。

◆衆議院小選挙区（秋田県第２区）選出議員選挙
　 投票総数　8,365票（有効投票8,164票、無効投票201票）

候補者名 三種町得票数

当選 金　田　勝　年 4,657
緑　川　貴　士 2,885
藤　本　金　治 622
合　　　計 8,164

◆衆議院比例代表選出議員選挙　　投票総数　8,364票（有効投票8,033票、無効投票331票）

◆最高裁判所裁判官国民審査　　　投票総数　8,195票（有効投票7,889票、無効投票306票）

◆投票区別投票結果（小選挙区）

※在外選挙：三種町出身の海外在住者が海外にいながら投票したもの（国政選挙のみの制度）

投票区 有権者数 投票者数 投票率 投票区 有権者数 投票者数 投票率
鯉　川 667人 384人 57.57％ 金光寺 686人 358人 52.19％
鹿渡南 1,183人 592人 50.04％ 豊　岡 526人 297人 56.46％
鹿渡北 1,311人 674人 51.41％ 北金岡 1,043人 560人 53.69％
新屋敷 787人 383人 48.67％ 川　尻 630人 336人 53.33％
落　合 300人 178人 59.33％ 鵜　川 1,105人 577人 52.22％
勝　平 235人 140人 59.57％ 大　曲 986人 487人 49.39％
大　町 1,210人 643人 53.14％ 浜　田 1,037人 512人 49.37％
林　崎 814人 431人 52.95％ 大　口 518人 268人 51.74％
木戸沢 699人 355人 50.79％ 釜　谷 454人 286人 63.00％
長　面 615人 331人 53.82％ 芦　崎 582人 334人 57.39％
達　子 478人 238人 49.79％ 在外選挙 1人 1人 100.00％

合　計 15,867人 8,365人 52.72％

区　　分 山﨑　敏充 山本　庸幸 池上　政幸 木内　道祥 鬼丸かおる
罷免を可とするもの 309 304 318 333 394
罷免を可としないもの 7,580 7,585 7,571 7,556 7,495

政　 党　 名 三種町得票数 政 党 名 三種町得票数
自 由 民 主 党 3,146 社 会 民 主 党 320
民　 主　 党 1,960 生 活 の 党 147
公　 明　 党 812 次 世 代 の 党 108
日 本 共 産 党 786 幸 福 実 現 党 16
維 新 の 党 738 合 　 　 計 8,033

◆問い合わせ先　三種町選挙管理委員会　☎85－4815

広報 みたね
mitane town

11



・
法

務

大

臣

表

彰 

池　

田　

和　

男

・
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰

佐
々
木　

征　

満

・
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰 

渡　

辺　
　
　

薫

・
東
北
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

髙　

松　

貞　

子

・
秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表
彰

牧　

野　

三
千
雄

・
秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
長
感
謝
状 

工　

藤　

孝　

子

・
秋
田
県
知
事
感
謝
状

工　

藤　

富　

直

11
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
更
生

保
護
制
度
施
行
65
周
年
記
念
第

47
回
秋
田
県
更
生
保
護
大
会
に
お

い
て
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ

れ
保
護
司
、
更
生
保
護
女
性
会
員

と
し
て
更
生
保
護
活
動
に
貢
献
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
多
大
な
功
績
が

認
め
ら
れ
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま

し
た
。

　

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
今
後
も
更
生
保
護
活
動

に
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
期
待

い
た
し
ま
す
。

左から 池田和男氏・工藤富直氏・渡辺薫氏・佐々木征満氏

　平成27年２月１日現在で、全国一斉に“農林業の国勢調査”といわれる「2015年農林業
センサス」が実施されます。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために５年ごとに実施される極めて大切な調
査です。
　平成27年１月下旬から農林業を営んでいる皆様のところに調査員が訪問して、調査票に
農林業の経営状況などの記入をお願いしますので、ご協力をお願いします。

◆問い合わせ先　企画政策課情報統計係　☎85－4818

平
成
26
年
度  

保
護
司
関
係
表
彰

平成27年1月 12



　

降
雪
が
多
く
な
る
と
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
雪
に
覆
わ
れ
て
、
ご
み
袋
や

古
紙
の
置
く
場
所
が
狭
く
な
り
、
道
路

に
は
み
出
し
て
い
た
り
、
雪
の
下
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

回
収
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
地
域

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用
す
る

方
が
た
が
協
力
し
て
除
雪
を
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　

環
境
衛
生
係

☎
８
５
―
４
８
２
４

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

周
辺
の
除
雪
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

個
人
事
業
者
の
平
成
26
年

分
消
費
税
確
定
申
告
に
関

す
る
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税

（
地
方
消
費
税
含
む
）
の
税
率
は
８
％

で
す
。

　

平
成
26
年
分
（
平
成
26
年
４
月
１
日

を
含
む
課
税
期
間
）
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る

た
め
に
は
、
帳
簿
等
に
お
い
て
課
税
取

引
を
適
用
税
率
ご
と
に
区
分
し
て
集
計

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
注
意
し
て
く
だ
さ
い
】

１　

課
税
取
引
に
対
す
る
適
用
税
率
は

①
平
成
26
年
３
月
31
日
以
前
は
５
％

②
平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
は
８
％

で
す
が
、
平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
に

行
わ
れ
る
取
引
で
あ
っ
て
も
、
経
過
措

置
に
よ
り
５
％
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

２　

帳
簿
等
で
は
非
課
税
取
引
等
に
つ

い
て
も
区
分
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

◎
消
費
税
法
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
は

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

w
w
w
.nta.go.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

相
続
税
の
基
礎
控
除
額
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

　

平
成
25
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
相

続
税
法
お
よ
び
租
税
特
別
措
置
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
１
月
１
日
以
後
に
相
続
ま

た
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
す
る
財
産
に
か

か
る
相
続
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
主

な
改
正
の
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

１　

遺
産
に
か
か
る
基
礎
控
除

　

遺
産
に
か
か
る
基
礎
控
除
が
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。

◆
改
正
前

　

５
０
０
０
万
円

　

＋（
１
０
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人
の
数
）

◆
改
正
後

　

３
０
０
０
万
円

　

＋（
６
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人
の
数
）

※
被
相
続
人
（
亡
く
な
ら
れ
た
方
）
か
ら

相
続
ま
た
は
遺
贈
に
よ
っ
て
財
産
を
取

得
し
た
人
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
価
格
（
各

人
の
課
税
価
格
）
の
合
計
額
が
、
遺
産

に
か
か
る
基
礎
控
除
額
を
超
え
る
場
合
、

そ
の
財
産
を
取
得
し
た
人
は
相
続
税
の

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
税
の
申
告
が
必
要
と
な

る
場
合
に
は
、
相
続
の
開
始
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
10
か
月

以
内
に
、
被
相
続
人
の
納
税
地
を
所
轄

す
る
税
務
署
に
相
続
税
の
申
告
と
納
税

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）
11 月中 H26累計

酒酔い運転 ０件 ０件
酒気帯び件数 ２件 ８件
飲酒事故（負傷）件数 ０件 ０件
飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件
交通死亡事故件数 ０件 ２件
全県市町村順位（25市町村中）24位（前月 24位）→

飲酒運転は絶対やめましょう！

税
務
課
か
ら

納
期
限
の
お
知
ら
せ

◎
国
民
健
康
保
険
税（
５
期
）

２
月
２
日
が
納
期
限
で
す

☆
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
！

※
口
座
振
替
の
か
た
は
残
高
確
認

を
お
願
い
し
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

賦
課
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
８

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

２　

相
続
税
の
税
率
構
造

　

最
高
税
率
の
引
き
上
げ
な
ど
税
率
構

造
が
変
わ
り
ま
す
。

３　

税
額
控
除

　

未
成
年
者
控
除
や
障
害
者
控
除
の
控

除
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

４　

小
規
模
宅
地
等
の
特
例

　

特
例
の
適
用
対
象
と
な
る
宅
地
等
の

面
積
が
変
わ
り
ま
す
。

　

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　

能
代
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

　
　

☎
５
２
―
６
１
１
１
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町県民税・所得税の申告相談が始まります！
　２月５日㈭から３月16日㈪の日程で、町県民税並びに所得税の申告相談を行います。申告に必要な書類
等の準備はお済みですか。
　町県民税は、日常生活に身近な学校や道路整備、福祉施策などに使われる重要な財源となります。また官庁、
学校、金融機関などで使用する所得証明書や非課税証明書等は、申告を基に証明されるものですので、申告
していない方には発行出来ません。期限内に正しく申告してください。

　平成27年１月１日現在三種町に住所があり、平成26年中に所得が
あった方は申告が必要です。なお、給与所得のみの方で、勤務先から
年末調整済みの給与支払報告書が町に提出されている方は申告の必要
はありませんが、右記に該当する方は申告する必要があります。
※申告書につきましては、昨年度の申告実績等により送付しています
が、申告書が送付されない場合であっても申告が不要という訳では
ありませんので、ご確認のうえ必要に応じて申告してください。

●印鑑
●確定申告する方や給与支払報告書が未提出な方は源泉徴収票
（原本）と本人名義の金融機関・支店名・口座番号が分かるもの
●生命保険、介護医療保険、個人年金保険、地震保険、小規模
企業共済等の支払証明書
●社会保険料（任意継続、建設国保、国保税、国民年金、介護
保険料等）の支払証明書（領収書）

◎確定申告により国民年金保険料等に係る社会保険料控除
の適用を受ける場合は、国民年金保険料等の支払いをし
た旨を証する書類を添付又は提示することとなっており
ますのでご持参ください。

●医療費控除を受ける方は、平成26年中に支払った医療費と
保険などで補てんされる金額の合計金額を治療を受けた人ご
と、病院・薬局（薬店）ごとに集計し、領収書を添付してく
ださい。
●事業所得者は、収支内訳書又は売上、仕入、経費の分かる書類
●土地や建物を譲渡した場合は、契約書類及び土地収用証明書
等。なお、土地・建物を国や地方公共団体に譲渡した場合でも、
町県民税の申告は必要です。
●住宅借入金等特別控除を初めて受ける方は、住民票の写し、
家屋の登記簿謄本や請負契約書などで、家屋の取得年月日・
床面積・取得価格を明らかにする書類又は写し、住宅取得資
金に係る借入金の年末残高等証明書が必要です。

農業所得の計算は、他の事業所得と同様、収支計算による申告が原則です。

●昨年１年間の農業関係に係る収入と支出金額をまとめて来てください。
※農協が発行する「申告に係る証明書」や出荷先事業所が発行する「証明書」、集落営農の方は「配分利益に関わる個別通知書」
また、国の「経営所得安定対策交付金」など全ての収入と支出が明確にわかる書類を必ず持参してください。
●【はじめよう、収支計算】農業ノートに収入と支出（経費）をあらかじめ記入してきてください。なお、記入方法が分からない、など
の問合せは税務課へご連絡ください。（農業ノートが必要な方は、税務課又は各総合支所にありますのでお気軽にお持ち帰りください。）

●必要書類が不足している場合は、申告が出来ない場合がありますのでご注意願います。

次の項目のうち、どれかに該当しますか？

次の項目のうち、どれかに該当しますか？

ここまでで「該当がない」又は良くわからな
いなど…
の場合は、税務課までお問い合わせください。

給与・報酬を2カ所以上からもらっている方

平成27年１月１日現在、三種町に居住していましたか？

●税務署へ確定申告書を提出した、又は提出する予定がある。
●給与収入のみ（１箇所）の方で、勤務先から年末調整済の給与支払報告書が町に提出されている。
※泫年末調整されていない場合は、所得控除を受けるため申告してください。

●勤務先などから町に給与支払報告書が提出されていない。
●町に提出された給与や公的年金の支払報告書以外に収入がある。
●公的年金（遺族年金・障害年金は除く）のみの方で、
１．年齢が65歳未満で年間収入が98万円を超える。
２．年齢が65歳以上で年間収入が148万円を超える収入があり、所得控除を受けたい。
●町に提出された給与支払報告書に記載された以外の所得控除を受けたい。

三種町への申告は不要です。
(居住地の市区町村へ申告してください。)

町県民税申告の必要があります。
左の日程表の期間内に申告してくだ
さい。

町県民税の申告義務はありません。

給与以外の所得がある方

収入が公的年金のみで所得控除を受けようとする方

給与支払報告書などに記載されたもの以外の所得控
除を受けようとする方

申告が必要な方は

申告に必要な書類は

農業所得のある方へ

町県民税申告の目安
いいえ

は い

は い

は い

いいえ

平成27年1月 14



平成27年度　町県民税・所得税申告相談日程

区　分
琴　丘　地　域 山　本　地　域 八　竜　地　域

対　象　地　区 会　場 対　象　地　区 会　場 対　象　地　区 会　場

２月５日 木 小新沢・羽立・上新屋
敷・勝平 琴丘総合支所 不動田・中野 すいらんの館

２月６日 金 柏木岱・小出・小又口・
落合・塚ノ岱 琴丘総合支所 小町・谷地ノ沢・外ノ沢 すいらんの館

２月９日 月 入通・増浦・神馬沢・
鰄渕・砂子沢・二本杉 琴丘総合支所 向達子・蛭沢・増沢 すいらんの館

２月10日 火 天瀬川・市野・種沢 琴丘総合支所 長面 すいらんの館

２月12日 木 達子・館ノ下・宮ノ目 すいらんの館 芦崎・大谷地・追泊 浜口公民館

２月13日 金 小谷沢・川代・内鯉川・
浜鯉川 琴丘総合支所 芦崎・大谷地・追泊 浜口公民館

２月16日 月 泉沢・長信田・牡丹 琴丘総合支所 大口・釜谷 浜口公民館

２月17日 火 外岡・割道・志戸橋野 金 陵 の 館 大口・釜谷 浜口公民館

２月18日 水 志戸橋 金 陵 の 館 浜田 浜口公民館

２月19日 木 豊岡 金 陵 の 館 浜田 浜口公民館

２月20日 金 高屋敷・中村・羽根川・
千刈田 琴丘総合支所 羽立・根岸・金光寺野 金 陵 の 館

２月23日 月 新屋敷 琴丘総合支所 藤木台・金光寺 金 陵 の 館

２月24日 火 新田・中嶋・黒瀬・逆川 金 陵 の 館 安戸六・川尻・久米岡 八竜改善センター

２月25日 水 深浜・新町・猿田 琴丘総合支所 鵜川 八竜改善センター

２月26日 木 槻田・和田 山本総合支所 鵜川・富岡 八竜改善センター

２月27日 金 中沢・東二本柳・２次・
３次ゆうタウン 琴丘総合支所 泉八日・昼寝・横長根 山本総合支所

３月２日 月 館村・八幡越・川藤 琴丘総合支所 温泉・木戸沢・上台・
石倉沢 山本総合支所

３月３日 火

３月４日 水 山谷 琴丘総合支所 林崎 山本総合支所

３月５日 木 二ツ森・牛沢・山口 山本総合支所 富岡・鵜の巣・十八坂・
餅の沢・飯塚 八竜改善センター

３月６日 金 鹿南 琴丘総合支所 大町 山本総合支所

３月８日 日 平日申告できない方 琴丘総合支所 平日申告できない方 山本総合支所

３月９日 月 鹿中 琴丘総合支所 大曲・萱刈沢 八竜改善センター

３月10日 火 寒城・飛塚・大町 山本総合支所 大曲・萱刈沢 八竜改善センター

３月11日 水 鹿北 琴丘総合支所 上記で申告できなかった方 八竜改善センター

３月12日 木 全　地　区　対　象　　　　各会場で申告できなかった方　　　（八竜改善センター）

３月13日 金 全　地　区　対　象　　　　各会場で申告できなかった方　　　（八竜改善センター）

３月15日 日 全　地　区　対　象　　　　平日申告できない方　　　　　　　（八竜改善センター）

３月16日 月 全　地　区　対　象　　　　各会場で申告できなかった方　　　（八竜改善センター）

●「すいらんの館」「金陵の館」「浜口公民館」は８時20分頃開館します。開館時間に合わせておいでくださるようお願いします。
●申告期日終盤は非常に混雑しますので、出来るだけお住まいの地区の指定日においでください。都合の悪い場合は、他の地区の
指定日でも申告できます。（旧町に係わらず、どの会場でも申告できます。）

●税務課及び各総合支所地域振興係窓口では申告相談を行っておりませんので、ご用のある方はいずれかの会場にお越しください。

◆申告についての問合せは　☎85－4828　税務課　賦課係まで

受付時間　午前９時00分から午後３時30分まで

広報 みたね
mitane town
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町の工事契約状況
（工事名及び契約額、工期）

●森岳３号マンホールポンプ場ポンプ分解修繕工事
　㈱柴田ボイラ工業

　2,846,880円　11/28～2/2

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

１  
入
居
者
の
資
格

①
入
居
の
申
込
み
し
た
日
に
お
い
て
、

収
入
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と
。

④
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

⑤
原
則
と
し
て
、
自
己
の
所
有
す
る
持

ち
家
等
が
な
い
こ
と
。

⑥
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と
。（
同

居
者
含
む
。）

※
町
外
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

２  

申
込
方
法 

　

入
居
申
込
書
は
、
建
設
課
及
び
各
総

合
支
所
の
地
域
整
備
係
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。

　

入
居
申
込
書
に
添
付
書
類
を
添
え
て

建
設
課
又
は
各
総
合
支
所
の
地
域
整
備

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

３  

申
込
期
間

　

１
月
６
日
か
ら
１
月
19
日
ま
で

（
期
限
厳
守
）

・
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
受
付
け

し
ま
せ
ん
。

・
受
付
時
間
は
８
時
30
分
か
ら
17
時
15

分
ま
で
で
す
。

・
締
め
切
り
当
日
ま
で
に
書
類
が
揃
っ

て
い
な
い
場
合
は
失
格
と
な
り
ま
す
。

４  

選
考
方
法

　

申
込
者
の
入
居
資
格
、
住
宅
困
窮
の

度
合
い
の
実
情
を
調
査
し
、
募
集
戸
数

を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
公

開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

（
抽
選
予
定
日
は
１
月
29
日
）

５  

入
居
予
定
日

 

２
月
12
日

川尻住宅（八竜地域） 東二本柳住宅（琴丘地域）

住 宅 名
（地域名） 所在地 構造及び間取り

（住戸専用面積）
募集戸数
（完成年度）

予定家賃
（裁量階層除く） 敷　金

川 尻 住 宅
(八竜地域)

川尻字
熊屋敷
130-19

木造２階建て
３LDK
(79.60㎡）

１戸
（平成17年度完成）

19,200円
～

28,700円

家賃の
3ヶ月分

川 尻 住 宅
(八竜地域)

川尻字
熊屋敷
130-19

木造２階建て
３LDK
(79.60㎡）

１戸
（平成18年度完成）

19,400円
～

28,900円

家賃の
3ヶ月分

東二本柳住宅
(琴丘地域)

鹿渡字
東二本柳
45-12

木造平屋建て
３K

（58.20㎡）

１戸
（昭和58年度完成）

11,800円
～

17,600円

家賃の
3ヶ月分

６  募集住宅の概要

広 告 募 集
このスペースに広告を掲載して
みませんか？

◆問い合わせ先
　企画政策課情報統計係　☎85－4818

平成27年1月 16



落
雪
に
よ
る
ガ
ス
漏
れ
事
故
に
ご
注
意
を
！

　

降
雪
量
が
多
く
な
る
と
、
屋
根
か
ら

の
落
雪
に
よ
る
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ

の
転
倒
や
、
配
管
の
損
傷
に
よ
る
ガ
ス

漏
え
い
事
故
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
維
持
管
理

に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１　
屋
根
か
ら
の
落
雪
が
予
想
さ
れ
る

所
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、配
管
、

メ
ー
タ
ー
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
場

合
は
、
柵
を
取
り
付
け
る
な
ど
し
て

落
雪
か
ら
防
ぐ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

２　
屋
外
に
設
置
す
る
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

ボ
ン
ベ
に
は
転
倒
を
防
止
す
る
た

め
、堅
い
台
の
上
に
置
い
て
、チ
ェ
ー

ン
な
ど
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

３　
定
期
的
な
配
管
の
点
検
や
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

雪おろしや除雪の際は、ＬＰガス設備に衝撃を
与えないよう、ご注意ください。

消防署から
お知らせ

Ｌ

屋根からの落雪があった時は、
ガス設備の確認をしてください。

屋根から
の落雪

　

積
雪
が
多
く
な
る
こ
の
時
期
、
屋
根

か
ら
の
落
雪
に
よ
る
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ

ン
ベ
の
転
倒
や
配
管
の
損
傷
に
よ
る
ガ

ス
漏
え
い
事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま

す
。

　

次
の
事
項
に
注
意
し
、
ガ
ス
設
備
の

雪
害
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

注
意
事
項 

１　

屋
根
か
ら
の
落
雪
が
起
き
そ

う
な
場
所
に
設
置
し
て
い
る
ガ

ス
設
備
は
、
安
全
な
場
所
に
移

す
か
、
囲
い
や
保
護
板
等
を
設

け
て
直
接
落
雪
が
当
た
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

２　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る
時

は
、
隣
家
の
ガ
ス
設
備
に
も
雪

が
当
た
ら
な
い
よ
う
確
認
し
、

安
全
な
場
所
に
雪
を
下
ろ
し
ま

し
ょ
う
。

３　

ガ
ス
設
備
の
周
り
は
、
こ
ま

め
に
除
雪
し
点
検
や
確
認
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

雪おろしの時は、お隣りのガス
設備にも注意してください。

となりの家
からの落雪

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

このほか、ＬＰガス設備の雪害対策について
ＬＰガス販売店にご確認ください。

お願い
緊急時に容器バルブを閉止できる
よう、ガス設備周りの通路を除雪
により確保しておきましょう。

ガス設備
周りの除雪

☎85－3100

◆問い合わせ先
　三種消防署
　危険物担当

広報 みたね
mitane town
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23Vol.

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

転
倒
予
防
教
室

「
い
き
い
き
元
気
塾
」

　

転
倒
な
ど
に
よ
る
寝
た
き
り
を

予
防
し
、
自
分
ら
し
い
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
運
動
を
通
し
て
筋

力
の
維
持
、
向
上
を
は
か
り
ま

し
ょ
う
。

●
場
所
・
開
催
月
日

•

パ
レ
ス
琴
丘
…
…
１
月
６
日

•

琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー

　
「
じ
ょ
も
ん
」　

　

…
…
…
…
１
月
７
日
、
28
日

•

八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー

　

…
…
…
…
…
…
…
１
月
13
日

•

山
本
公
民
館
…
…
１
月
20
日

●
時　

間　

10
時
〜
11
時
30
分

●
対　

象

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

●
そ
の
他

　

事
前
に
申
込
み
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
開
催
場
所
に
よ
っ

て
は
参
加
人
数
に
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
参
加
ご
希
望
の
方

は
必
ず
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
ら
？

●
お
う
吐
、
下
痢
（
水
様
性
下
痢
）、

発
熱
な
ど
が
主
に
み
ら
れ
ま
す
。

　
（
個
人
差
が
あ
り
、
感
染
し
た
人
に

必
ず
症
状
が
で
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）

●
初
期
症
状
は
、
風
邪
と
間
違
え
や
す

い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

●
一
般
的
に
は
、
こ
の
症
状
は
２
〜
３

日
程
度
で
、
経
過
は
比
較
的
よ
い
で

す
。

　
（
症
状
快
復
後
１
週
間
程
度
か
ら
長

い
と
き
に
は
１
ヶ
月
程
度
糞
便
中
に

ウ
イ
ル
ス
を
排
出
し
続
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

は
ど
う
し
て
起
こ
る
の
？

パ
タ
ー
ン
１

　

感
染
者
が
調
理
の
際
に
食
品
を
汚
染

し
、
そ
の
食
品
を
食
べ
た
人
が
感
染 

 

（
人
⬇
食
べ
物
⬇
人
）

パ
タ
ー
ン
２

　

ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
カ
キ
等
の

二
枚
貝
を
不
十
分
な
加
熱
調
理
で
食
べ

て
感
染 

（
食
べ
物
⬇
人
）

パ
タ
ー
ン
３

　

感
染
者
の
お
う
吐
物
や
糞
便
を
不
適

切
に
始
末
し
て
感
染 

（
人
⬇
人
）

　

家
庭
や
共
同
生
活
を
し
て
い
る
施
設

な
ど
で
は
、
人
か
ら
人
へ
直
接
感
染
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
は
、
気
温
の
低
下
す
る
冬
季
に
多
く
発

生
し
ま
す
。
県
内
で
は
例
年
11
月
頃
か
ら
増
加
し
始
め
、
12
月
〜
1
月
に
流
行
の

ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。
流
行
期
を
迎
え
る
前
に
予
防
方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

便

パターン１

おう吐・飛沫
パターン３

手

調理器具

食品

カキなどの２枚貝
（加熱不十分なカキなど）

パターン２

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保健センター
☎83－5555

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
を
！

平成27年1月 18



◆問い合わせ先　保健センター　☎83－5555

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

性
胃
腸
炎
を
予
防
す
る
た
め

に
は
？

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
力
が

強
く
少
量
の
ウ
イ
ル
ス
で
感
染
し

ま
す
。

１
．
手
洗
い
と
う
が
い
を
励
行
し
ま

し
ょ
う　

・
ト
イ
レ
の
後
や
食
事
の
前
に
、
十
分

な
手
洗
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
手
洗
い
は
石
け
ん
を
使
用
し
、
両
手

を
こ
す
り
合
わ
せ
30
秒
間
よ
く
泡
立

て
て
手
全
体
（
指
と
指
の
間
も
）
を

こ
ま
め
に
洗
い
、
流
水
で
十
分
に
洗

い
流
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
手
を
拭
く

際
に
は
、
使
い
捨
て
の
ペ
ー
パ
ー
タ

オ
ル
等
を
使
い
ま
し
ょ
う
。(

タ
オ

ル
の
共
用
は
避
け
て
く
だ
さ
い
）

（注）金属部分に使用した場合は10分程度たったら水拭きしてください。また、塩素ガスが発生することがある
ので、使用時は十分に換気をしてください。

介
護
予
防
出
前
講
座

　

介
護
保
険
の
し
く
み
や
、目
的
、

介
護
予
防
の
必
要
性
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
す
。

●
対　

象

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
町
民

で
構
成
さ
れ
る
10
名
以
上
の

団
体

●
日　

時

　

平
日
の
10
時
か
ら
17
時
ま
で

の
間
、
１
時
間
半
程
度
。

※
17
時
以
降
の
開
催
に
つ
い
て

は
要
相
談

●
場　

所

　

町
内
の
ご
希
望
の
場
所
に
お

伺
い
し
ま
す
。

※
会
場
の
確
保
と
設
営
は
お
申

込
み
の
団
体
が
お
こ
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
費　

用　

無
料

●
申
し
込
み
方
法

　

ご
希
望
の
団
体
は
以
下
の
内

容
を
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
電
話
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

１
．
希
望
の
日
時（
第
3
希
望
ま
で
）

２
．
会　

場

３
．
団
体
名

４
．
代
表
者
の
お
名
前
と
連
絡
先

５
．
参
加
予
定
人
数

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
福
祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
５
―
４
８
３
５

消　毒　場　所 濃度（希釈倍率） 希　　釈　　方　　法

おもちゃ、調理器具、直接手で
触れる部分などを消毒する場合 0.02％（200ppm） ２リットルのペットボトル１本の水に８ml

（原液をペットボトルのキャップ２杯）

便やおう吐物が付着した床、衣
類、トイレなどを消毒する場合 0.1％（1000ppm） 500mlのペットボトル１本の水に10ml

（原液をペットボトルのキャップ２杯）

【家庭でできる消毒液の作り方】　※家庭用塩素系漂白剤の場合

２
．
食
品
は
十
分
に
加
熱
を
し
ま
し
ょ
う

・
加
熱
す
る
際
は
、
食
品
の
中
央
ま
で

火
が
通
る
よ
う
に
中
心
温
度
85
℃
以

上
で
１
分
以
上
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

・
加
熱
で
き
な
い
も
の
は
、
流
水
で

し
っ
か
り
洗
浄
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
調
理
器
具
は
十
分
に
洗
浄･

消
毒

し
ま
し
ょ
う

・
ま
な
板
、
ふ
き
ん
等
は
よ
く
洗
い
、

塩
素
系
漂
白
剤
に
浸
し
消
毒
し
ま

し
ょ
う
。

４
．
お
う
吐
物
や
便
の
処
理
に
は
十
分

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
使
い
捨
て
の
マ
ス
ク
や
手
袋
を
し
て

速
や
か
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
密
封

し
た
う
え
で
捨
て
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
汚
染
さ
れ
た
床
は
、
ふ
き
取
り
し
た

後
、
塩
素
系
漂
白
剤
で
消
毒
し
ま

し
ょ
う
。

・
汚
染
さ
れ
た
衣
類
は
、
汚
物
を
十
分

に
落
と
し
、
塩
素
系
漂
白
剤
に
１
時

間
浸
し
て
消
毒
す
る
か
、
85
℃
以
上

の
熱
湯
に
１
分
間
以
上
浸
し
て
消
毒

し
、
そ
の
後
、
洗
濯
し
ま
し
ょ
う
。

※
塩
素
系
漂
白
剤
は
色
落
ち
作
用
が
あ

り
ま
す
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
は
ス

チ
ー
ム
ア
イ
ロ
ン
な
ど
で
85
℃
1
分

間
以
上
の
高
温
で
処
理
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。

広報 みたね
mitane town
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11
月
25
日
・
26
日
の
２
日
間
、
徳

島
県
三
好
市
の
保
健
師
さ
ん
（
木
藤

一
代
さ
ん
、
西
郁
代
さ
ん
）
が
三
種
町
の
健
康

づ
く
り
事
業
の
視
察
研
修
の
た
め
来
町
し
ま
し

た
。

　

１
日
目
は
す
い
ら
ん
の
館
の
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ

ン
の
様
子
を
見
学
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
チ
ー
ム

山
本
」
津
村
代
表
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

午
後
は
藤
里
町
の
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
お

互
い
の
事
業
に

つ
い
て
情
報
交

換
を
し
、
橋
本

五
郎
文
庫
見

学
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
健
康
教

室
（
琴
丘
総
合

運
動
公
園
ク
ア

オ
ル
ト
）に
参

加
し
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
を

終
え
て
の
御
礼

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
い
て
い
ま

す
。
視
察
に
あ
た
り
関
係
者
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

東
北
の
秋
田
の
地
に
初
め
て
行
き
、
不

安
あ
り
期
待
あ
り
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
に
温
か
く
受
け
入
れ
て
い

た
だ
き
、
最
初
の
不
安
は
ど
こ
へ
や
ら
、

楽
し
く
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン
で
皆
さ
ん
の
笑
顔
、

笑
い
声
が
印
象
的
で
、
今
も
し
っ
か
り
と

頭
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
で
も

ま
だ
め
ず
ら
し
い
ク
ア
オ
ル
ト
体
験
、
秋

田
の
空
気
の
冷
た
さ
は
こ
こ
で
知
り
ま
し

た
。
ク
ア
オ
ル
ト
は
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま

す
発
展
し
て
い
き
そ
う
で
す
ね
。

　

橋
本
五
郎
さ
ん
が
三
種
町
出
身
と
知

り
、
橋
本
五
郎
さ
ん
を
テ
レ
ビ
で
拝
見
す

る
た
び
に
、
三
種
町
で
の
こ
と
を
思
い
出

し
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
見
せ
て
い
た
だ
い
た
キ
ル
ト
の

緞
帳
は
三
種
町
の
す
ば
ら
し
い
財
産
に

な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
み
な
さ
ん
の
気
持

ち
が
一
つ
に
な
り
大
変
な
労
力
と
時
間
を

か
け
た
作
品
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
さ
れ

て
く
だ
さ
い
。

　
徳
島
県 

三
好
市　

　
　

木
藤　

一
代
・
西　
　

郁
代

こころ通信

こころちゃん

み
ん
な
で
考
え
る　

心
の
健
康
づ
く
り

徳
島
県
三
好
市
の
保
健
師

さ
ん
２
名
が
視
察
研
修
で

三
種
町
へ

※次回の相談会は３月に行います。秘密は厳守いたします。

 保健センターが開催する１月の無料相談会のお知らせ
～悩まずお気軽にご相談ください！ 専門の相談員がじっくり対応します～

◆問い合わせ先　三種町保健センター　☎83－5555

お金に関する何でも相談会 心の健康相談会
実  施  日 １月24日（土） １月19日（月）
会　   場 八竜農村環境改善センター 八竜農村環境改善センター

相談時間 午後１時～１名・午後２時～１名
午後３時～１名・午後４時～１名

午後１時～１名・午後２時～１名
午後３時～１名・午後４時～１名

申込み方法 ※原則　予約制ですが、当日のお申込みでも結構です。 当日の場合は順番によりお待ちいただく場合があります。

予  約  先 三種町保健センター（電話 83－5555　ＦＡＸ 83－3857）

秋田なまはげの会　相談アドバイザー
（相談内容により司法書士）

臨床心理士　成田ひとみ氏
（秋田県臨床心理士会理事・臨床動作士）

・借金や債務のこと
・相続の事
・年金の事
・成年後見制度
・賃借　　　　　　　などお金に関すること

成田さんは秋田市の母子支援ハウス心理相談員、
スクールカウンセラー、３歳児健診スタッフと
してもご活躍されています。悩みや、お話をお
聞きします。本人でなくてもご家族がおいでに
なっても結構です。

平成27年1月 20



想

い
ろ
な
や
っ
か
い
な
問
題
が
発
生
す

る
。
上
司
と
部
下
の
関
係
で
は
パ
ワ
ハ

ラ
に
な
り
か
ね
な
い
。
人
間
関
係
が
大

変
気
ま
ず
く
な
る
。
だ
か
ら
怒
り
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
日
常
で
は
要

求
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
他
方
で
は
ま
た
怒
り
の
感

情
は
心
と
体
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う

効
用
も
あ
る
そ
う
だ
。
怒
り
の
状
態
に

あ
る
時
に
は
体
が
自
然
に
戦
う
準
備
を

し
、
本
能
的
に
自
分
を
守
る
体
制
を
取

る
。
た
だ
、
余
り
に
強
い
怒
り
だ
と
理

性
を
失
っ
て
暴
力
に
走
っ
て
し
ま
う
危

険
性
は
あ
る
。「
怒
り
」
を
よ
り
高
度

で
社
会
に
認
め
ら
れ
る
目
標
に
目
を
向

け
、
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
す
ば
ら
し
い
活
動
が
で
き

る
。

　

怒
り
の
感
情
や
つ
ら
い
こ
と
を
プ
ラ

ス
に
置
き
換
え
る
こ
と
。
仕
事
だ
と
か

芸
術
だ
と
か
何
か
す
ば
ら
し
い
方
向
に

向
け
る
こ
と
、
プ
ラ
ス
の
方
向
に
変
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
り
ま
す

が
、
皆
様
、
今
月
も
お
元
気
で
お
過
ご

し
下
さ
い
。

　

昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
史
上
最
年
少

の
17
歳
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
ザ
イ
フ
さ
ん
の

平
和
賞
受
賞
や
３
人
の
日
本
人
が
物
理

学
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
例
年
と
違
っ
て

私
に
と
っ
て
は
関
心
が
高
ま
っ
た
年
で

あ
っ
た
。

　

と
り
わ
け
、
マ
ラ
ラ
さ
ん
が
２
０
１
３

年
国
連
本
部
で
行
っ
た
ス
ピ
ー
チ
「
１

人
の
子
ど
も
、
１
人
の
教
師
、
１
冊
の

本
、
そ
し
て
１
本
の
ペ
ン
、
そ
れ
で
世

界
を
変
え
ら
れ
ま
す
。
教
育
こ
そ
が
た

だ
一
つ
の
解
決
策
で
す
。
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
（
教
育
を
第
一

に
）」
は
世
界
中
の
人
々
に
感
動
を
与

え
た
だ
け
に
今
回
の
受
賞
を
心
か
ら
祝

福
し
た
い
。

　

ま
た
、
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
赤
崎

勇
さ
ん
、
天
野
弘
さ
ん
、
中
村
修
二
さ

ん
に
も
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た

い
。
受
賞
理
由
は
「
省
エ
ネ
で
環
境
に

優
し
い
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ

Ｄ
）
を
発
明
し
た
。
従
来
に
比
べ
、
長

寿
命
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
高
い
。
多

く
の
研
究
者
が
失
敗
す
る
中
で
３
人
は

成
功
し
た
。
こ
の
発
明
は
革
命
的
で
、

20
世
紀
は
白
熱
電
球
が
照
ら
し
た
が
、

21
世
紀
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ

る
時
代
に
な
る
で
あ
ろ
う
。　

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
地
球
の
限
り
あ
る
資
源
の

節
約
に
も
寄
与
し
た
。
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は

20
年
前
の
発
明
だ
が
、
白
色
光
の
実
現

に
貢
献
し
て
お
り
、
私
た
ち
は
多
大
な

恩
恵
を
受
け
て
い
る
。」
と
い
う
も
の
。
太

陽
光
パ
ネ
ル
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
あ
れ
ば
電
力

網
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
な
い
場
所
で
も
子

ど
も
が
夜
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

日
本
人
３
人
の
中
で
特
に
印
象
が
強

か
っ
た
の
は
中
村
修
二
さ
ん
が
記
者
会

見
で
研
究
の
原
動
力
に
つ
い
て
問
わ
れ

「
ア
ン
ガ
ー
（
怒
り
）
だ
」
と
言
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

　

中
村
さ
ん
と
言
え
ば
、
か
つ
て
勤
め

て
い
た
日
亜
化
学
工
業
を
発
明
の
対
価

を
求
め
て
提
訴
し
、
２
０
０
４
年
１

月
、
東
京
地
裁
が
２
０
０
億
円
の
支
払

い
を
命
じ
て
一
躍
有
名
に
な
っ
た
人
で

あ
る
。
こ
の
裁
判
が
き
っ
か
け
で
多
く

の
社
内
研
究
者
に
光
を
当
て
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

中
村
さ
ん
の
「
怒
り
」
発
言
は
そ
の

後
ネ
ッ
ト
や
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

賛
否
両
論
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
私
は

会
社
に
対
し
て
で
あ
れ
、
日
本
の
シ
ス

テ
ム
に
対
し
て
で
あ
れ
、
自
分
の
怒
り

を
前
向
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
さ
せ

て
研
究
の
原
動
力
に
し
て
き
た
中
村
さ

ん
の
姿
に
は
と
て
も
共
感
を
覚
え
る
。

◆　

◆　

◆　

◆　

◆

　

子
ど
も
は
い
ざ
知
ら
ず
、大
人
が「
怒

り
」
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
発
す
る
と
い
ろ

町
長　

三　

浦　

正　

隆

「
怒
り
を
プ
ラ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
」

広報 みたね
mitane town
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「
障
害
者
総
合
支
援
法
」の
対
象
と
な
る
疾
病
が

 

１５１
に
拡
大
さ
れ
ま
す

平成27年１月１日から「障害福祉サービス等※１」
の対象となる疾病が、130から151に拡大され
ます。

対象となる方は、障害者手帳※２をお持ちでなく
ても、必要と認められた支援が受けられます。

※１　障害者・障害児は、障害福祉サービス・相談支援・補装具及び地域
生活支援事業

　　　（障害児は、障害児通所支援と障害児入所支援も含む）

※２　身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳

対象となる方

手 続 き

対象疾病に該当する方
（左面参照）

◆対象疾病に罹
り

患
かん

していることがわかる証明書
（診断書・特定疾患医療受給者証等）を持参し、
サービスの利用を申請してください。
（詳しい手続き方法については、事前にお問い合わせください）

平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら

福 祉 課 福 祉 係　☎85－2190
琴丘総合支所地域生活係　☎87－3516
山本総合支所地域生活係　☎83－2115

◆障害支援区分の認定や支給決定などの手続き
後、必要と認められたサービスを利用できます。
（訓練系・就労系サービス等は障害支援区分の認定を受ける必
要はありません）

【　  　  】お問い合わせ
申　請　先

平成27年1月 22



平成27年１月からの障害者総合支援法の対象疾病一覧（151疾病）
1 IgA腎症  
2 亜急性硬化性全脳炎 
3 アジソン病 
4 アミロイドーシス 
5 ウルリッヒ病
6 HTLV－１関連脊髄症 

7 ADH分泌異常症 
（抗利尿ホルモン（ADH）分泌不全症候群） 

8 遠位型ミオパチー
9 黄色靭帯骨化症  
10 潰瘍性大腸炎 
11 下垂体前葉機能低下症 
12 加齢性黄斑変性症 
13 肝外門脈閉塞症 
14 関節リウマチ 
15 肝内結石症 
16 偽性低アルドステロン症 
17 偽性副甲状腺機能低下症  
18 球脊髄性筋萎縮症 
19 急速進行性糸球体腎炎  
20 強皮症 
21 巨細胞性動脈炎
22 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 
23 ギラン・バレ症候群 
24 筋萎縮性側索硬化症 
25 クッシング病 
26 クリオピリン関連周期熱症候群 
27 グルココルチコイド抵抗症 
28 クロウ・深瀬症候群 
29 クローン病 
30 結節性硬化症 
31 結節性多発動脈炎 
32 血栓性血小板減少性紫斑病 
33 原発性アルドステロン症 
34 原発性硬化性胆管炎 
35 原発性高脂血症 
36 原発性側索硬化症 
37 原発性胆汁性肝硬変 
38 原発性免疫不全症候群 
39 顕微鏡的多発血管炎 
40 硬化性萎縮性苔癬 
41 好酸球性筋膜炎 
42 好酸球性消化管疾患 
43 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 
44 後縦靭帯骨化症  
45 甲状腺ホルモン不応症 
46 拘束型心筋症 
47 広範脊柱管狭窄症 
48 抗リン脂質抗体症候群 
49 コステロ症候群 
50 骨髄異形成症候群 
51 骨髄線維症 

52 ゴナドトロピン分泌亢進症 
53 混合性結合組織病 
54 再生不良性貧血 
55 再発性多発軟骨炎 
56 サルコイドーシス 
57 シェーグレン症候群 
58 CFC症候群 
59 色素性乾皮症 
60 自己貪食空胞性ミオパチー 
61 自己免疫性肝炎 
62 自己免疫性溶血性貧血 
63 視神経症 
64 若年性肺気腫 
65 シャルコー・マリー・トゥース病 
66 重症筋無力症 
67 シュワルツ・ヤンペル症候群 
68 神経性過食症 
69 神経性食欲不振症 
70 神経線維腫症 
71 神経有棘赤血球症 
72 進行性核上性麻痺 
73 進行性骨化性線維形成異常症 
74 進行性多巣性白質脳症 
75 スティーヴンス・ジョンソン症候群
76 スモン 
77 正常圧水頭症 
78 成人スチル病 
79 成長ホルモン分泌亢進症 
80 脊髄空洞症 
81 脊髄小脳変性症（多系統萎縮症を除く。） 
82 脊髄性筋萎縮症 
83 全身型若年性特発性関節炎 
84 全身性エリテマトーデス 
85 先天性QT延長症候群  
86 先天性魚鱗癬様紅皮症 
87 先天性筋無力症候群 
88 先天性副腎低形成症 
89 先天性副腎皮質酵素欠損症 
90 大脳皮質基底核変性症 
91 高安動脈炎 
92 多系統萎縮症 
93 多発血管炎性肉芽腫症 
94 多発性硬化症／視神経脊髄炎 
95 多発性嚢胞腎  
96 遅発性内リンパ水腫 
97 チャージ症候群 
98 中毒性表皮壊死症 
99 腸管神経節細胞僅少症 
100 TSH受容体異常症 
101 TSH分泌亢進症 
102 TNF受容体関連周期性症候群 
103 天疱瘡 

104 特発性拡張型心筋症 
105 特発性間質性肺炎 
106 特発性基底核石灰化症 
107 特発性血小板減少性紫斑病 
108 特発性血栓症 
109 特発性大腿骨頭壊死症 
110 特発性門脈圧亢進症  
111 特発性両側性感音難聴  
112 突発性難聴 
113 難治性ネフローゼ症候群 
114 膿疱性乾癬 
115 嚢胞性線維症 
116 パーキンソン病 
117 バージャー病 
118 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 
119 肺動脈性肺高血圧症 
120 肺胞低換気症候群  
121 バッド・キアリ症候群 
122 ハンチントン病 
123 汎発性特発性骨増殖症 
124 肥大型心筋症 
125 ビタミンD依存症二型 
126 非典型溶血性尿毒症症候群 
127 皮膚筋炎／多発性筋炎 
128 びまん性汎細気管支炎  
129 肥満低換気症候群 
130 表皮水疱症 
131 フィッシャー症候群 
132 封入体筋炎 
133 ブラウ症候群 
134 プリオン病 
135 PRL分泌亢進症（高プロラクチン血症） 
136 ベスレムミオパチー 
137 ベーチェット病 
138 ペルオキシソーム病 
139 発作性夜間ヘモグロビン尿症 

140 慢性炎症性脱髄性多発神経炎／ 
多巣性運動ニューロパチー 

141 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 
142 慢性膵炎 
143 慢性特発性偽性腸閉塞症 
144 ミトコンドリア病 
145 メニエール病 
146 網膜色素変性症 
147 もやもや病 
148 ライソゾーム病 
149 ランゲルハンス細胞組織球症 
150 リンパ脈管筋腫症 
151 ルビンシュタイン・テイビ症候群

5 新たに対象となる疾病
7 対象に変更はないが疾病名が変更

されたもの

広報 みたね
mitane town
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年金
だより

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

◆問い合わせ先　　　
  秋 田 年 金 事 務 所　☎018－865－2399　健康推進課国保年金係　☎0185－85－2137　
  琴丘総合支所地域生活係　☎0185－87－3516　山本総合支所地域生活係　☎0185－83－2115

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で
行っています。お気軽にご相談ください。

年金
だより

20歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考えで
作られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとったときや、病気や
ケガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができる制度です。

◎将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

◎老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。
　障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また遺族年金は、加入者が死亡し
た場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

★「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納
付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方
です。

★「若年者納付猶予制度」
　学生でない30歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。

　上記の「学生納付特例制度」、「若年者納付猶予制度」の他に、所得に応じた免除制度があります。

国民年金のポイント

所得の目安　　扶養親族等の数×38万円＋118万円

所得の目安　　（扶養親族の数＋１）×35万円＋22万円

平成27年1月 24



◆問い合わせ先　農林課　農政係　☎85－4826
　　　　　　　　山本総合支所　地域整備係　☎83－2113／琴丘総合支所　地域整備係　☎87－2114
◆問い合わせ先　農林課　農政係　☎85－4826
　　　　　　　　山本総合支所　地域整備係　☎83－2113／琴丘総合支所　地域整備係　☎87－2114

　

新
た
に
農
業
を
始
め
る
方
が
作
成
す
る
「
青
年
等
就
農
計
画
」
を
市
町
村
が
認
定
し
、

認
定
を
受
け
た
新
規
就
農
者
は
国
、
県
、
町
の
支
援
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　三種町の区域内において新たに農業経営を営もうとする青年等（農業経営を開始し
て５年以内の青年等を含み、認定農業者を除く。）
　１　青年（原則18歳以上45歳未満）
　２　特定の知識・技能を有する中高年齢者（65歳未満）
　３　上記の者が役員の過半数を占める法人

１．青年等就農計画を作成し、町に提出

２．町が青年等就農計画を審査

３．町は青年等就農計画を認定後、申請者に通知

４．支援事業の活用、フォローアップ

５．毎年、就農状況報告を作成し、町に提出

※青年等就農計画等の詳細については、問い合わせ先にご確認ください。

①青年等就農資金の活用
・資 金 使 途：施設機械の取得費、借地料等（農地の取得は除く）
・貸付限度額：3,700万円／貸付利率：無利子
・償 還 期 限：12年以内（据置期間５年以内）

②青年就農給付金（経営開始型）の活用
・農業経営を開始し不安定な時期の所得を確保する給付金（年間150万円、
最長５年間）

③経営所得安定対策（ゲタ対策、ナラシ対策）の加入
・平成27年から、畑作物の直接支払交付金（ゲタ）、米・畑作物の収入減少
影響緩和対策（ナラシ）に加入することができます。
※ゲ　タ→大豆、そば等の生産販売を行う農業者に数量払いを基本に交付

金支給
※ナラシ→当年産の米、大豆等の販売収入が過去５年間の標準的収入を下

回った場合、減少分の９割を国３：農家１の割合で補てん

④認定新規就農者への農地集積の促進の優位性
・農地中間管理機構を活用した農地取得の優先順位が高くなります。

⑤新規就農経営開始支援事業の活用
・農業生産の計画達成に必要な農業機械、施設の導入費助成を受けることが
できます。

対象者

認定の流れ

《
農
業
経
営
を
開
始
し
て
５
年
以
内
の
方
》

認
定
新
規
就
農
者
に
な
り
ま
せ
ん
か
!!

認定のメリット

広報 みたね
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町
で
は
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、「
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
」（
以
下
「
農
振
計
画
」）

を
策
定
し
、
優
良
農
地
の
確
保
と
農
業

振
興
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
農
振
計
画
の
見
直
し
作
業
を

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
農
振
計

画
を
一
時
凍
結
す
る
た
め
、
平
成
27
年

度
（
27
年
４
月
〜
28
年
３
月
）
は
計
画

変
更
（
除
外
・
編
入
・
用
途
変
更
）
の

受
付
を
停
止
し
ま
す
。

　

農
地
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
計
画

を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
お
早
め
に
農

林
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
農
地
以
外
へ
転
用
す
る
た
め
、
農
振

区
域
か
ら
除
外
し
た
い

○
農
振
区
域
内
へ
編
入
し
た
い

○
農
地
に
農
業
用
倉
庫
を
建
て
た
い　

　

な
ど
…

◆
土
壌
セ
ン
チ
ュ
ウ
駆
除
剤
購
入
補
助

・
５
分
の
１
補
助

　

※
畑
地
が
対
象
で
す
。
転
作
田
は
対

象
外
で
す
。

◆
土
壌
消
毒
剤
購
入
補
助

・
み
ょ
う
が　

３
分
の
１

・
た
ば
こ　
　

２
分
の
１

●
必
要
な
も
の

　

使
用
薬
剤
の
領
収
書
又
は
購
入
証
明

書
、
印
鑑
、
通
帳

●
申
請
期
限　

１
月
31
日
ま
で

※
米
の
概
算
金
の
大
幅
な
下
落
に
伴

い
、
緊
急
に
必
要
な
資
金
を
無
利
子

で
貸
付
け
す
る
融
資
制
度
が
出
来
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
貸
付
対
象

　

米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
対
象
者
で

米
の
概
算
金
の
下
落
に
伴
い
減
収
が
見

込
ま
れ
る
農
業
者
、
農
業
法
人
、
集
落

営
農
組
織

●
資
金
使
途

　

当
年
又
は
翌
年
の
経
営
に
必
要
な
運

転
資
金
と
し
、
例
示
す
る
と
次
の
と
お

り
で
す
。
た
だ
し
、
既
往
負
債
の
借
換

え
は
含
ま
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

ア
．
種
苗
代
、
肥
料
代
、
農
薬
代
、
雇

用
労
賃
等
の
直
接
的
現
金
経
費

イ
．
小
農
具
等
営
農
用
備
品
、
消
耗
品

等
の
購
入
費

ウ
．
営
農
用
施
設
・
機
械
の
修
繕
費
、

燃
料
代
、
飼
料
代
、
地
代
（
賃
借
料
）

●
貸
付
利
率

　

貸
付
利
率
は
無
利
子
で
す
。

●
貸
付
金
額

　

貸
付
金
は
主
食
用
米
の
出
荷
数
量
に

概
算
金
の
下
落
額
60
㎏
当
た
り
３
千
円

を
乗
じ
た
金
額
以
内
で
す
。
た
だ
し
主

食
用
米
の
出
荷
数
量
が
確
定
し
な
い
場

合
は
、
対
象
者
の
米
の
直
接
支
払
交
付

金
の
対
象
面
積
に
減
収
額
と
し
て
10
ａ

当
た
り
３
万
円
を
乗
じ
た
金
額
を
限
度

額
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
貸
付
金
は
千
円
単
位
と
し
個

人
５
０
０
万
円
、
農
業
法
人
及
び
集
落

営
農
組
合
は
２
千
万
円
を
上
限
と
し
ま

す
。

●
償
還
期
限　

３
年
以
内

●
貸
付
実
行　
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

●
債
務
保
証
（
町
助
成
制
度
あ
り
）

　

秋
田
県
農
業
信
用
基
金
協
会
の
債
務

保
証
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
込
窓
口

　

Ｊ
Ａ
、
秋
田
銀
行
、
北
都
銀
行
、
羽

後
信
用
金
庫
、
秋
田
信
用
金
庫
、
秋
田

県
信
用
組
合

※
一
部
の
融
資
機
関
で
本
資
金
の
取
扱
い
を

し
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
各

融
資
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

上
記
、
稲
作
経
営
安
定
緊
急
対
策
資

金
の
お
申
し
込
み
の
際
、
秋
田
県
農
業

信
用
基
金
協
会
の
債
務
保
証
を
利
用
し

た
場
合
、債
務
保
証
料
が
発
生
し
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
債
務
保
証
料
を
全
額
助

成
し
農
家
負
担
を
な
く
す
債
務
保
証
料

助
成
事
業
を
創
設
し
ま
し
た
。

◎
申
請
手
続
き

①
融
資
機
関　

Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と

　

委
任
状
に
基
づ
き
、
町
へ
の
補
助
金

申
請
手
続
き
は
、
す
べ
て
Ｊ
Ａ
秋
田
や

ま
も
と
で
行
い
ま
す
。
農
家
の
み
な
さ

ま
に
は
、
４
月
以
降
の
支
給
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
決
定
後
、
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
融
資
機
関　

Ｊ
Ａ
以
外
の
金
融
機
関

　

町
か
ら
補
助
金
申
請
の
お
知
ら
せ
を

通
知
し
ま
す
の
で
、
３
月
末
ま
で
に
申

請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
留
意
事
項

　

償
還
期
間
中
に
繰
上
償
還
し
た
場

合
、
秋
田
県
農
業
信
用
基
金
協
会
か
ら

債
務
保
証
料
が
返
還
さ
れ
ま
す
が
、
返

還
金
は
町
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

◆問い合わせ先　農林課　農政係　☎85－4826

農
業
関
係

「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」

見
直
し
の
た
め
、

平
成
27
年
度
の
変
更
受
付
を

停
止
し
ま
す

土
壌
消
毒
剤
等
購
入
支
援
事
業

補
助
金

交
付
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

稲
作
経
営
安
定
緊
急
対
策
資
金

　

債
務
保
証
料
助
成
事
業

新規
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●
農
地
中
間
管
理
事
業
「
経
営
転
換
協

力
金
」「
耕
作
者
集
積
協
力
金
」

・
対
象
者　

貸
す
方
（
出
し
手
）

・
要　

件　

農
地
中
間
管
理
機
構
へ
白

紙
委
任
（
10
年
以
上
貸
付
け
）
ほ
か

　
経
営
転
換
協
力
金

　

50
ａ
以
下　
　
　
　
　
　

30
万
円

　

50
ａ
超
２
０
０
ａ
以
下　

50
万
円

　

２
０
０
ａ
超　
　
　
　
　

70
万
円

耕
作
者
集
積
協
力
金
（
10
ａ
当
た
り
）

　

27
年
度　
　
　
　

２
万
円

　

28
・
29
年
度　
　

１
万
円

　

30
年
度　
　
　
　

５
千
円

※
各
協
力
金
は
、
受
け
手
と
契
約
成
立
し

た
面
積
に
応
じ
て
交
付
と
な
り
ま
す
。

●
と　

き　

２
月
17
日　
13
時
〜
16
時

●
と
こ
ろ　

山
本
地
域
振
興
局　

２
階

　
　
　
　
　

第
１
会
議
室

●
対
応
者　

６
次
産
業
化
プ
ラ
ン
ナ
ー

●
相
談
申
し
込
み

　

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
相
談
希

望
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
相
談
内
容

　

６
次
産
業
化
に
限
ら
ず
、
新
ビ
ジ
ネ

ス
の
組
み
立
て
や
異
業
種
連
携
、
経
営

判
断
な
ど
の
対
応
も
可
能
で
す
。

●
そ
の
他

　

申
し
込
み
用
紙
は
農
林
課
に
あ
り
ま

す
。

●
助
成
内
容

　

平
成
26
年
産
米
の
価
格
の
大
幅
な
下

落
は
農
業
経
営
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
当
町
で
進
め
て
い
る
担
い

手
農
家
へ
の
農
地
集
積
並
び
に
不
作
付

地
の
拡
大
防
止
に
も
大
き
な
影
響
が
出

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
26

年
に
お
い
て
小
作
さ
れ
て
い
る
全
て
の

水
田
に
対
し
、
当
年
限
り
の
緊
急
対
策

と
し
て
小
作
料
の
一
部
助
成
を
実
施
し

ま
す
。

●
助
成
対
象

　

三
種
町
農
業
委
員
会
に
お
い
て
平
成

26
年
６
月
時
点
で
関
係
法
令
に
よ
り
小

作
契
約
が
認
め
ら
れ
、
町
内
在
住
の
米

の
生
産
調
整
実
施
農
家
が
耕
作
し
て
い

る
水
田

【
関
係
法
令
】

※
農
地
法
第
３
条
（
賃
借
権
設
定
）

※
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

　
　
　
　
　
　
　
　
（
賃
借
権
設
定
）

●
助
成
額　

定
額
助
成

　
　
　
　
　

５
０
０
０
円
／
10
ａ

●
交
付
時
期　

１
月
下
旬

◆問い合わせ先　農業委員会事務局　☎83－2335　農林課　☎85－4826　琴丘総合支所地域整備係　☎87－2114

　

名
簿
登
録
の
た
め
、
各
農
家
へ
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
が
、
該
当
す
る
農
家

で
申
請
書
が
送
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、
農
林
課
又

は
琴
丘
総
合
支
所
地
域
整
備
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
要
件
及
び
提

出
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
要　

件

　

三
種
町
に
住
所
を
有
し
、
選
挙
人
名

簿
が
確
定
す
る
３
月
31
日
に
お
い
て
年

齢
が
20
歳
以
上
の
者
（
平
成
７
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
が
必
要
で
す
。

①
10
ａ
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業

務
を
営
む
者

②
①
の
者
と
同
居
の
親
族
又
は
そ
の
配

偶
者
で
、
耕
作
に
従
事
す
る
日
数
が

年
間
お
お
む
ね
60
日
に
達
す
る
と
農

業
委
員
会
が
認
め
た
者

③
10
ａ
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業

務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、

社
員
又
は
株
主
で
、
耕
作
に
従
事
す

る
日
数
が
年
間
お
お
む
ね
60
日
に
達

す
る
と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
者

◆
提
出
期
限　

１
月
９
日
（
金
）
ま
で

　

農
業
委
員
会
事
務
局
、
農
林
課
、
琴

丘
総
合
支
所
地
域
整
備
係
、
農
業
委
員

宅
、
役
場
職
員
宅
へ

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
に
つ
い
て

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課　

農
政
係

☎
８
５
―
４
８
２
６

米
価
下
落
緊
急
対
策
小
作
料

助
成

６
次
産
業
化
個
別
相
談
会

出
し
手
と
受
け
手
の
募
集

　

じ
ゅ
ん
さ
い
は
、豊
富
で
綺
麗
な
水
、

周
辺
環
境
な
ど
栽
培
す
る
た
め
に
多
く

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
何
ら
か
の
事
情

で
経
営
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
な
く

な
っ
た
大
切
な
じ
ゅ
ん
さ
い
沼
を
新
た

な
経
営
者
に
つ
な
げ
、
重
要
な
産
業
と

文
化
の
持
続
発
展
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

じ
ゅ
ん
さ
い
沼
を
貸
す
方（
出
し
手
）

と
、
じ
ゅ
ん
さ
い
沼
を
借
り
る
方
（
受

け
手
）
の
募
集
を
行
い
、
町
で
出
し
手

と
受
け
手
を
つ
な
げ
ま
す
。

　

募
集
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
出
し
手
は
、
農
地
中
間
管
理

事
業
の「
経
営
転
換
協
力
金
」又
は「
耕

作
者
集
積
協
力
金
」
の
支
給
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。要
件
等
詳
細
は
、

問
い
合
わ
せ
先
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
募
集
受
付

　
町
農
業
公
社
、町
農
業
委
員
会
、農
林
課

●
貸
す
方
（
出
し
手
）
募
集

　

一
回
目　

１
月
26
日
ま
で

　

二
回
目
以
降　

随
時
受
付
し
ま
す
。

●
借
り
る
方
（
受
け
手
）
募
集

　

一
回
目　

１
月
26
日
ま
で

　

二
回
目
以
降　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 つ

な
ご
う

　
　
　

じ
ゅ
ん
さ
い
沼
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広告

ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品
の

提
供
業
者
を
募
集
し
ま
す

〇
次
に
掲
げ
る
事
例
が
あ
っ
た
場
合
、

　

事
業
者
の
登
録
を
中
止
し
ま
す

・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
が

著
し
い
場
合

・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
表
示
に
偽
り
が
あ
る

場
合

・
商
品
の
発
送
遅
延
が
著
し
い
場
合

　

そ
の
他
、
申
請
に
あ
た
っ
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
る
「
三
種
町
ふ
る
さ

と
納
税
推
進
事
業
実
施
要
綱
」「
三
種
町
ふ

る
さ
と
納
税
推
進
事
業
に
お
け
る
事
務
等
取

扱
要
領
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
申
請
期
限
等　

　

平
成
27
年
１
月
30
日
ま
で

　

申
請
の
あ
っ
た
商
品
は
、
平
成
27
年
４
月

１
日
以
降
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で

す
。
そ
の
後
も
随
時
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

が
、
商
品
の
掲
載
ま
で
時
間
を
要
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
類
は
、
三
種
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
「
ふ
る
さ
と
情
報
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

企
画
係　

☎
８
５
―
４
８
１
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
５
―
２
１
７
８

M
A
IL

：
m
itane@

tow
n.m
itane.akita.jp

イ
メ
ー
ジ
写
真
と
し
、
写
真
の
提
出
方

法
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
媒
体
に
よ
る
も
の
と

し
ま
す
。

注　

①
記
念
品
の
総
額
を
算
出
す
る
た
め
の

送
料
は
、
東
京
都
内
へ
発
送
し
た
場

合
の
送
料
と
し
ま
す
。

②
三
種
町
商
工
会
員
の
方
は
、
申
請
書

類
を
三
種
町
商
工
会
本
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
事
業
者
・
商
品
の
選
考
方
法

　

申
請
内
容
や
事
業
活
動
等
を
総
合
的
に
判

断
し
て
決
定
し
ま
す
。

　

な
お
、同
一
商
品
の
重
複
を
避
け
る
た
め
、

事
業
者
・
商
品
の
登
録
は
生
産
・
販
売
団
体

（
組
合
等
）
を
優
先
し
ま
す
。

〇
留
意
事
項

　

事
業
者
は
、
お
礼
の
品
等
の
品
質
等
に
関

し
て
寄
附
者
か
ら
苦
情
等
が
あ
っ
た
場
合

は
、
真
摯
に
解
決
に
努
め
る
も
の
と
し
、
苦

情
内
容
に
つ
い
て
町
に
報
告
す
る
も
の
と
し

ま
す
。ま
た
、品
質
等
に
よ
る
補
償
や
ク
レ
ー

ム
対
応
に
つ
い
て
、
町
は
一
切
の
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
。

〇
事
業
者
の
要
件

・
三
種
町
に
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
業
拠

点
を
有
す
る
こ
と

・
継
続
し
て
２
年
以
上
の
事
業
実
績
を
有
す

る
こ
と

・
三
種
町
内
で
栽
培
、
製
造
、
加
工
、
サ
ー

ビ
ス
等
が
な
さ
れ
て
い
る
商
品
を
提
供
で

き
る
こ
と

・
住
民
税
の
申
告
が
な
さ
れ
、
か
つ
滞
納
が

な
い
こ
と

・
代
表
者
・
役
員
等
が
、
暴
力
団
に
よ
る
不

当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
３
年
法
律
第
77
号
）
に
掲
げ
る
暴
力
団

の
構
成
員
で
な
い
こ
と
。

〇
登
録
方
法

・「
三
種
町
ふ
る
さ
と
納
税
協
力
事
業
者
参

加
承
認
申
請
書
」（
様
式
第
１
号
）

に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

・
商
品
登
録
表
（
様
式
第
２
号
）
及
び
商
品

の
実
数
量
が
分
か
る
写
真

※
写
真
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式 

た
だ
し
、
商

品
が
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
る
も
の
は

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
三
種
町
へ
の
寄
附
促
進
と
地
元
特
産
品
等
の

Ｐ
Ｒ
・
販
売
促
進
等
と
の
相
乗
効
果
を
図
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ

た
方
へ
の
お
礼
の
品
を
提
供
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
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11
月
23
、
24
日
の
２
日
間
、

上
岩
川
中
央
熟
年
ク
ラ
ブ

（
畠
山
正
徳
会
長
）
で
は
仙

北
市
の
認
定
す
る
、「
ふ
る

さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
わ
ら
細
工

技
術
者
」
藤
原
イ
マ
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

角
館
の
わ
ら
細
工
を
学
び
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
悩

む
地
区
の
活
性
化
に
住
民
の
つ
な
が
り
が
大

事
だ
と
考
え
、「
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
」

を
活
用
し
て
、
地
域
の
伝
統
文
化
・
技
術
の

保
存
・
伝
承
を
テ
ー
マ
に
昨
年
度
か
ら
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

挑
戦
し
た
の
は
角
館
で
は
「
タ
ラ
シ
ベ
」

と
呼
ば
れ
る
長
靴
。
わ
ら
細
工
に
は
自
信
の

あ
る
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
は
、
三
種
町
で
は

馴
染
み
の
な
い
履
き
物
に
悪
戦
苦
闘
で
し
た

が
、
藤
原
さ
ん
の
「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」
の

指
導
で
無
事
長

靴
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

わ
ら
細
工
の

後
は
、
地
元
の

名
産
「
岩
川
地

鶏
の
だ
ま
こ
鍋
」

を
囲
ん
で
交
流

会
に
も
花
が
咲

き
ま
し
た
。

　

12
月
９
日
、中
嶋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、

中
嶋
地
区
お
た
す
け
愛
委
員
女
性
の
会
が
主

催
す
る
「
か
ん
た
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

講
師
は
こ
う
ふ
く
治
療
院
の
武
田
金
三
郎

さ
ん
が
務
め
、「
寒
い
時
こ
そ
、
人
の
手
の

ぬ
く
も
り
を
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
過
疎

化
、高
齢
化
が
進
む
中
で
の「
地
域
マ
ッ
サ
ー

ジ
」
の
重
要
性
の
講
話
を
聴
い
た
後
、
二
人

一
組
で
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
基
本
を
学
び
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
大
雪
で
開
催
中
止

も
心
配
さ
れ
る
中
、
中
嶋
地
区
を
中
心
と
す

る
住
民
と
交
流
を
深
め
て
い
る
長
信
田
太
鼓

の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
、
総
勢
二
十
数
名
に
よ

る
に
ぎ
や
か

な
集
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、「
地

域
マ
ッ
サ
ー

ジ
」
に
興
味

の
あ
る
方
は
、

企
画
政
策
課

ま
で
、
ご
連

絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

上
岩
川
中
央
熟
年
ク
ラ
ブ

「
異
文
化
交
流
会
」

中
嶋
地
区
お
た
す
け
愛
委
員
女
性
の
会

か
ん
た
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

　クアオルト研究会では、「がんばらないウオーキング」で
町民の健康づくりを展開しております。現在、町内に５か所
のコースを設定するとともに、参加ポイントを貯めることで
温泉入浴補助券がもらえるポイントカードの導入やウオーキ
ング終了後のクアオルト朝食の提供を試験的に行っておりま
すので、町民の皆さんのご参加をお待ちしております。

三
種
町
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

クアオルトウオーキングで健康づくりを
★クアオルトウォーキングコース紹介（冬期間）★

名　　称 実施日・時間 スタート地点

1 琴丘クアの古道コース 毎日
午前７時00分 琴丘中央公園駐車場

2 惣三郎沼コース 毎週　火・金曜日
午前７時00分 ゆうぱる玄関

3 ゆめろんサンライズコース 毎週　日曜日
午前７時30分

ゆめろん玄関
（クアオルト朝食提供）

4 石倉山公園コース 毎週　日曜日（第一を除く）
午前７時30分

カフェ・リエゾン
（クアオルト朝食提供）

5 上岩川里山コース 毎月第一日曜日
午前８時

上岩川ふるさと交流館
（クアオルト朝食提供）

※１週間で最高４ポイント獲得、12ポイントで入浴補助券（400円相当）１枚プレゼント。

   スキーのストック提供を
　使われていないスキーのストック（大人用）はありませんか？
　クアオルト研究会では、冬期間のクアオルトウオーキング用
に、スキーのストックの提供を呼び掛けております。協力でき
る方は、企画政策課(☎85-4818）にご連絡をお願いします。

株式
会社ジェイエイ山本葬祭センター年中無休 24時間受付 ☎0185－54－3004総合案内 クオーレみたね

能代市字五雲岱16ー3
検 索

ここにクオーレがあって良かった
そういう存在であるために、私たちは誠心誠意、葬儀に取り組みます

山本郡三種町鵜川字北本田178能代市臥竜山39－15 能代市二ツ井町字中坪34－1 能代市臥竜山39－27

みどりの会 会員募集中 入会金は一家族（一団体） （税込）10,000円のみ
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町
で
は
、
第
２
子
以
降
の
お
子
様
に
対
し
、

誕
生
祝
金
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

11
月
27
日
、
役
場
で
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
、
石
岡
友
紀
さ
ん
・
磨
生

さ
ん
夫
婦
（
萱
刈
沢
）
の
お
子
さ
ん
で
７
月
11

日
に
生
ま
れ
た
明あ
か

莉り

ち
ゃ
ん
で
す
。

　
「
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
」
育
っ
て
欲
し
い

な
ど
、
我
が
子
の
成
長
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

明莉ちゃん

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈

三
種
の
大
切
な
宝

〜
健
や
か
な
成
長
を
〜

▲みんなでワイワイ料理は楽しい

健
康
家
庭
料
理
教
室

鵜
川
連
合
自
治
会

「
食
べ
た
も
の
が

身
体
を
つ
く
る
」

11
月
25
日
、
八
竜
改
善
セ
ン

タ
ー
で
鵜
川
連
合
自
治
会
（
三
浦

盛
光
会
長
）
主
催
に
よ
る
健
康
家

庭
料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
管
理
栄
養
士
で
あ
る
田

中
美
樹
先
生
を
お
迎
え
し
て
、「
食

べ
た
も
の
が
身
体
を
つ
く
る
」
を

テ
ー
マ
に
講
話
と
調
理
実
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
話
で
は
、
秋
田
県
が
一
日
の

塩
分
摂
取
量
が
多
く
、
そ
の
た
め

が
ん
や
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死
亡

率
が
全
国
で
も
上
位
に
あ
り
、
こ

れ
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
減
塩

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
お
話
し
が
あ
り
ま

し
た
。

　

調
理
実
習
で
は
、
身
近
な
食
材

を
使
っ
た
簡
単
料
理
、
う
す
味
を

意
識
し
た
献
立
と
し
て
、
長
野

県
佐
久
市
の
「
ぴ
ん
こ
ろ
御
膳
」

を
参
考
に
し
た
「
サ
バ
ご
は
ん
」

や
、
小
松
菜
な
ど
を
使
っ
た
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
、
合
わ
せ
て
５
品

を
参
加
者
全
員
で
作
り
ま
し
た
。

　

試
食
会
で
は
、
で
き
た
料
理
の

味
を
確
か
め
合
い
な
が
ら
、
減
塩

の
大
切
さ
や
、
日
頃
か
ら
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
を
摂
る
こ
と
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

11
月
23
日
、
三
種
町
空
手
選
手
権

大
会
が
、
芦
崎
「
せ
い
ぶ
館
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
種
町
空
手
道
協
会
が
主
催
し
今

年
で
７
回
目
と
な
り
、
幼
児
の
部
と

少
年
・
少
女
の
部
、
あ
わ
せ
て
24
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
形
と
組
み
手
で
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
春
日
和
で
穏
や
か
な
日
差
し
が

差
し
込
む
会
場
に
、
子
ど
も
た
ち
の

元
気
な
掛
け
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま

し
た
。

エ
イ
!
ヤ
ー
!

三
種
町
空
手
選
手
権

大
会

▲幼児の部のかわいい演武
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11
月
24
日
、
さ
い
た
ま
市
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
で
「
太

鼓
祭
in
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
２
０
１
４
〜
第
６
回
日
本
一
決
定
戦
〜
」
が

行
わ
れ
、
北
日
本
大
会
一
般
の
部
優
勝
チ
ー
ム
と
し
て
長
信
田
太
鼓
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

組
太
鼓
一
般
の
部
に
は
北
・

西
・
東
日
本
大
会
で
優
勝
・
準
優

勝
し
た
チ
ー
ム
に
昨
年
優
勝
チ
ー

ム
を
加
え
、
７
チ
ー
ム
に
よ
る
技

の
競
い
合
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
、
東
日
本
大
会
優
勝
の
長

野
県
「
創
造
集
団　

大
太　

大
太

坊
」が
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

我
三
種
町
が
誇
る「
長
信
田
太
鼓
」

も
全
身
全
霊
、
魂
を
込
め
た
演
奏

で
精
一
杯
悔
い
の
な
い
心
に
響
く

演
奏
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
、
県
建
築
労
働
組
合

三
種
支
部
（
佐
藤
圭
悟
支
部
長
）

が
湖
北
小
で
児
童
を
対
象
に
木
工

教
室
を
開
き
、
木
の
ぬ
く
も
り
に

触
れ
な
が
ら
工
作
の
楽
し
さ
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

５
年
生
26
人
が
製
作
に
挑
戦
し

た
の
は
、
秋
田
杉
を
使
っ
た
本
棚

（
幅
30
㎝
程
）。
予
め
用
意
さ
れ
た

図
面
を
基
に
木
の
板
に
鉛
筆
で
下

書
き
し
、
の
こ
ぎ
り
で
材
料
を
切

る
等
指
導
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
丁
寧
に
作
業
を
進
め
、

最
後
に
塗
料
を
塗
っ
て
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

佐
藤
支
部
長
は
「
こ
う
い
っ
た

経
験
を
活
か
し
建
築
に
対
す
る
興

味
を
高
め
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
」
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。
さ

て
さ
て
、
未
来
の
大
工
さ
ん
誕
生

な
る
か
、期
待
が
膨
ら
み
ま
す
ね
。

　

12
月
５
日
、三
種
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会（
斎

藤
清
作
会
長
）
平
成
26
年
度
組
合
長
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
全
国
的
に
取
り
組

み
が
増
え
て
い
る
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
募
集
事
業
で
、
能
代
税
務
署
長
賞
を
受
賞
し

た
嶋
田
怜
音
さ
ん
（
八
竜
中
）
能
代
山
本
地
区
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
を
受
賞
し
た
児
玉
天
里

奈
さ
ん
（
琴
丘
中
）、
中
田
夏
帆
さ
ん
（
山
本
中
）

の
作
品
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
将
来
を
担
う
中
学
生
に
税
の
作

文
を
通
じ
て
、
税
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
て
も
ら

い
、
ま
た
正
し
い
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
町
長
に
よ
る
講
演
で
は
、「
地
方
創
生

〜
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
ク
ア
オ
ル

ト
事
業
を
先
進
地
「
か
み
の
や
ま
温
泉
」
の
取
組

み
な
ど
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

▲木の香り漂う「木工教室」

mitane town topics

▲大舞台で力を出し切り満足げなメンバー

　

11
月
18
日
、
琴
丘
小
学
校
児
童
、
見

守
り
隊
、
自
治
会
、
交
通
安
全
協
会
、

山
本
地
域
振
興
局
、
警
察
署
員
な
ど
計

78
名
で
鹿
渡
駅
周
辺
や
通
学
路
を
中
心

に
交
通
安
全
総
点
検
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
児
童
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
道

づ
く
り
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
４

班
に
分
か
れ
道
路
状
況
な
ど
を
確
認

し
、
白
線
の
色
が
薄
い
、
歩
道
に
段
差

が
あ
っ
た
な
ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。
点
検
結
果
は
改
善
に
向
け
て
各
関

係
機
関
に
報
告
さ
れ
ま
す
。

▲小学生と地域の人が一緒に総点検

地
域
の
安
全
を
み
ん

な
で
考
え
る
「
交
通

安
全
総
点
検
」

太鼓日本一決定戦で全国
デビュー！「長信田太鼓」

▲組合長、中学生共に勉強になった発表会

木のぬくもりに触れて 湖北小で木工教室

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

受
賞
作
品
発
表
！

「
組
合
長
研
修
会
」

広報 みたね
mitane town
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◆通算10年突破者
　畠山テチヱ（山谷）、國柄タミ（鹿北）
◆通算20年突破者　
　渡辺　正（鹿南）
◆通算25年突破者
　平塚清三（鹿南）
◆通算30年突破者
　小玉富雄（天瀬川）、斉藤芙美子（鹿北）
◆小学校６年連続突破者
　近藤彬心（鹿中）
◆2014年度ラジオ体操優良団体等表彰

（府県等個人表彰）
　見上幹夫（鹿南）

1生涯学 習通信
月号

　

元
峰
浜
村
村
長
の
芹
田
正
嗣
さ
ん（
66
）か
ら
ボ
ク

シ
ン
グ
ジ
ム
機
器
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
芹
田
さ

ん
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
王
者
三
浦
隆
司
選
手
の
出

身
地
で
あ
る
三
種
町
で
後
継
者
育
成
な
ど
の
一
助
と

な
れ
ば
と
の
思

い
か
ら
、
機
器

の
寄
贈
に
至
り

ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た

サ
ン
ド
バ
ッ
グ

や
パ
ン
チ
ン
グ

ボ
ー
ル
は
八
竜

体
育
館
に
設
置

さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ランドセルをプレゼント♪
　町では、平成27年４月に町内の小学校へ
入学する児童に、ランドセルを贈呈します。

おはようジョギング体操  100日突破者75名！
　11月23日、琴丘地域拠点センターで平成26年度おはようジョギ
ング体操100日突破者の表彰式が行われました。おはようジョギン
グ体操は昭和56年から始まり、今年で34年目になります。
　今年度の100日突破者は75名で、通算10年突破者が２名、20年
突破者が１名、25年突破者が１名、30年突破者が２名、小学校６
年連続突破者が１名でした。

ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
機
器
寄
贈

東
北
地
区
公
民
館
功
労
者
表
彰
受
賞

岡
部
昭
治
さ
ん
（
川　

尻
）

謝
意

新１年生に

　

旧
八
竜
町
時
代
の
昭
和

59
年
か
ら
合
併
後
の
平
成

26
年
３
月
ま
で
、
長
年
に

わ
た
り
公
民
館
運
営
審
議

会
の
委
員
長
、
副
委
員
長

と
し
て
生
涯
学
習
活
動
の

充
実
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

寄贈機器は三浦チャンピオンのサイン入り！
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生
涯
学
習
通
信
せ
せ
ら
ぎ
９
月
号
で
も

お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
図
書
充
実
の
た
め

に
と
森
岳
小
学
校
へ
１
０
０
万
円
の
寄
付

金
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
12

月
11
日
「
あ
り
が
と
う
集
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

寄
付
金
を
送
っ
た
の
は
森
岳
牛
沢
の
三

浦
扶
さ
ん
。
三
浦
さ
ん
は
森
岳
小
学
校
の

卒
業
生
で
、
小
学
校
時
代
は
読
書
に
夢
中

に
な
り
、
特
に
植
物
図
鑑
に
描
か
れ
た
植

物
の
不
思
議
な
一
生
に
感
銘
を
受
け
た
そ

う
で
す
。
そ
う
し
た
読
書
経
験
を
き
っ
か

け
に
、
イ
ネ
や
大
豆
等
様
々
な
植
物
に
関

わ
る
お
仕
事
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
集
会

で
は
「
47
年
間
の
仕
事
を
無
事
に
終
え
た

時
、
森
岳
小
に
恩
返
し
を
す
る
こ
と
が

真
っ
先
に
思
い
浮
か
ん
だ
」
と
話
し
、「
読

書
は
自
分
た
ち
の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ

ま
す
。
読
書
は
私
た
ち
が
成
長
す
る
た
め

の
ご
飯
で
す
」
と
読
書
の
意
義
を
児
童
に

伝
え
ま
し
た
。

　

三
浦
さ
ん
の
寄
付
金
は
図
書
購
入
費
に

充
て
ら
れ
、
今
年
度
か
ら
３
年
間
の
計
画

で
図
書
を
更
に
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、
図
書

室
に
は
「
三
浦
さ
ん
文
庫
」
を
設
け
る
予

定
で
す
。

　三種ミュージカル実行委員会が、秋田保護観察所長から感
謝状を贈呈されました。これは「川村養助物語」を上演した
当会が、更生保護事業の重要性を理解し、地域社会の浄化と
犯罪予防に多大な貢献をしたと認められたためです。川村養
助は、下岩川地区出身で、更生保護施設・秋田至仁会の礎を
築いた故郷の偉人です。おめでとうございます。

　伊藤内装（鵜川）の皆さんが、湖北小学校
体育館入口の床の張り替えをボランティアで
行ってくださいました。ありがとうございま
した。

読
書
の
ス
ス
メ

秋田県保護観察所長から
感 謝 状

校内修繕ボランティア

森
小
へ
の
寄
付

広報 みたね
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各
界
で
活
躍
す
る
三
種
町
出
身
者
を
招
い

て
話
を
聞
く
「
よ
う
こ
そ
先
輩
〜
三
種
バ
ー

ジ
ョ
ン
」
が
山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
今
回
招
か
れ
た
の
は
、
国
立
極

地
研
究
所
准
教
授
で
、
南
極
調
査
に
何
度
も

参
加
し
て
い
る
工
藤
栄
さ
ん
（
外
岡
字
羽
立

出
身
）。
町
内
６
小
学
校
と
山
本
中
の
児
童

生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

工
藤
さ
ん
は
日
本
か
ら
南
極
へ
向
か
う
ま

で
の
２
ヶ
月
の
行
程
や
、
南
極
の
１
年
の
移

り
変
わ
り
、
観
測
隊
員
の
研
究
等
を
紹
介
。

「
南
極
の
生
活
」
や
世
界
最
先
端
の
活
動
状

況
に
児
童
生
徒
は
興
味
深
く
聞
き
入
り
、
普

段
は
聞
け
な
い
南
極
の
実
態
を
学
び
ま
し
た
。

　11月29日、琴丘総合体育館で三種町スポーツ指導
者「ラジオ体操講習会」が開催されました。講師とし
てテレビ・ラジオ体操に長年出演し、現在は日本体操
研究所所長も務める長野信一さんと、テレビ体操のア
シスタント等として活躍している原川愛さんを招き、
150人以上の町民が参加しました。
　ラジオ体操の歴史や、ラジオ体操を続けている人は
そうでない人と比べて体が若く保たれる等といった
データも紹介し、ラジオ体操の効果の高さを丁寧に指
導していました。

　11月20日に行われた秋田県生涯学習奨励
員協議会活動発表会で、三種町生涯学習奨励
員が日頃の活動状況を発表しました。今回発
表したのは山本地区読み聞かせグループ「あ
のねのネ」の皆さん。全県から集まった奨励
員の前で、これまでの活動紹介や読み聞かせ
の実演を行いました。工夫の凝らされたプロ
グラムに会場は興味津々。大きな盛り上がり
を見せました。

工
藤　

栄
さ
ん

三種町奨励員 ラジオ体操講習会若　く
元気に

日頃の活躍を披露

　12月７日、ＷＪＢＬ（バスケットボール女子日本リーグ機構）主催のＪＡ全農ガールズバスケットボールキャン
プが琴丘総合体育館で開催され、町内３中学校の女子バスケットボール部員など80名が参加しました。
　午前中は指導者や保護者も含め、栄養クリニック
とメディカルクリニック「ケガの予防」を受講。講
師の話にメモを取りながら熱心に耳を傾けていま
した。
　午後のバスケットボールクリニックでは、岩屋睦子
さん（元シャンソン化粧品）、石川幸子さん（同）、桜
庭珠美さん（元ジャパンエナジー・現ＪＸ―ＥＮＥＯＳ）
の元日本代表の３名が講師を務め、約２時間トップ
レベルの練習法などを体験しました。

元日本代表選手が技術指導

よ
う
こ
そ
先
輩

写真提供：ＷＪＢＬ
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● 教育委員会
　 総務学事課 総務係・学事係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2115
　 生涯学習課 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）　　　☎87－2113
　 生涯学習課 スポーツ係（琴丘総合体育館内）　　　　　　☎87－2222
● 琴丘公民館　☎87－3232
● 山本公民館　☎83－2354　
● 八竜公民館　☎85－2177

生涯学習に関する
申し込み・
問い合わせ先

検
査
日
時
：
12
月
10
日
午
後
１
時 

検
査
場
：
能
代
西
高
校 

品　
　

目
：
小
松
菜

産　
　

地
：
三
種
町

使
用
調
理
場
名
：
三
種
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

セ
シ
ウ
ム 

１
３
４
：
測
定
下
限
値
未
満 

セ
シ
ウ
ム 

１
３
７
：
測
定
下
限
値
未
満

※
測
定
下
限
値
＝
10
ベ
ク
レ
ル

　

三
種
町
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
安
心
安
全
な
給
食
を
子
ど
も

た
ち
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

給
食
食
材
放
射
性
物
質
検
査
結
果

　町では、スポーツ・文化の分野で活躍された方々を毎年表彰しております。
　表彰には基準があり、町内小中学校、高校、町内の関係団体等へは該当者の推薦をお願いしていますが、
把握しきれない場合も考えられますので、該当する方がおりましたらお知らせくださるようお願いします
（詳細はお問い合わせください）。

12
月
13
日
、
琴
丘
総

合
体
育
館
で
、
小
学
生

に
英
語
を
話
す
楽
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ジ
ョ
ナ

サ
ン
先
生
が
ク
リ
ス
マ

ス
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

ま
し
た
。
当
日
は
町
内

の
小
学
生
１
０
０
名
が

参
加
。
ジ
ョ
ナ
サ
ン
先

生
と
親
交
の
あ
る
県
内

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
の

も
と
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
英
語
に

親
し
み
ま
し
た
。

英
語
で
遊
ぼ
う
♪

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

スポーツ・文化栄誉賞表彰推薦のお願い

第４回  山本公民館まつり開催！
みんなが元気♪心ふれあう公民館

★開催日　平成27年１月25日（日）
★時　間　午前10時から午後３時
★会　場　山本公民館

　講座・地域の方々の作品
展示やステージ発表など盛
り沢山です。

　10月に開催された、国民文化祭・
あきた2014三種町主催事業「キルト
フェスティバルinみたね」の作品集
と「地歌舞伎の祭典」記録ＤＶＤが
完成しました。町内各公民館に設置
しておりますのでぜひご覧ください。

昨年の様子

◆問い合わせ先　教育委員会生涯学習課　☎87－2113

作品集＆DVD完成！
国文祭

広報 みたね
mitane town
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インフォメーションお
し
ら
せ

プ
ロ
の
お
も
て
な
し

じ
ゅ
ん
さ
い
料
理
教
室

●
開
催
日
時

　

１
月
25
日

　

13
時
30
分
〜
16
時

●
開
催
場
所

　

琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー

●
内　

容

・「
三
種
じ
ゅ
ん
さ
い
丼
」

・「
分
と
く
山
」
料
理
長
・
野

﨑
洋
光
氏
考
案
の
「
じ
ゅ
ん

さ
い
カ
ク
テ
ル
」

・
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
す
ぐ
に

復
習
で
き
る
「
三
種
町
の
食

材
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
付
！

●
参
加
料　

無
料

●
持
参
す
る
も
の　

　

エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

●
主
催　

三
種
じ
ゅ
ん
さ
い
料

理
推
進
協
議
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

じ
ゅ
ん
さ
い
情
報
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
８
―
８
８
５
５
）

ぷ
る
る
ん
♪
じ
ゅ
ん
さ
い

料
理
コ
ン
ク
ー
ル

私
の
味
！
我
が
家
の
味
が

グ
ラ
ン
プ
リ
！

　

産
量
日
本
一
を
誇
る
三
種
町

の
「
じ
ゅ
ん
さ
い
」
を
使
っ
た

料
理
レ
シ
ピ
を
大
募
集
！

　

私
の
味
、
我
が
家
に
伝
わ
る

味
を
主
に
ご
応
募
い
た
だ
け

る
「
我
が
家
の
じ
ゅ
ん
さ
い
料

理
部
門
」
と
、
高
校
生
や
大
学

生
な
ど
が
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る

「
学
生
部
門
」
を
用
意
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
！

●
応
募
受
付
期
間

　

〜
２
月
10
日
ま
で

●
応
募
条
件

・
じ
ゅ
ん
さ
い
を
使
っ
た
料
理

で
あ
る
こ
と

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
で
あ
る

こ
と
（
こ
れ
ま
で
に
公
開
さ

れ
た
レ
シ
ピ
で
な
い
こ
と
）

・
お
1
人
何
点
で
も
応
募
い
た

だ
け
ま
す

●
応
募
方
法

　

左
記
ま
で
郵
送
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

　

〒
０
１
８
―
２
４
０
１　

　

三
種
町
鵜
川
字
岩
谷
子
8

三
種
町
役
場
商
工
観
光
交
流

課
内
「
じ
ゅ
ん
さ
い
料
理
コ

ン
ク
ー
ル
」
係
あ
て

★
書
式
は
任
意
で
す
が
次
の
事

項
を
必
ず
記
入
く
だ
さ
い
。

①
応
募
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

氏
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

連
絡
先
・
職
業
・
年
齢
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス

②
エ
ン
ト
リ
ー
部
門

　
「
我
が
家
の
じ
ゅ
ん
さ
い
料

理
部
門
」
ま
た
は
「
学
生
部
門
」

の
い
ず
れ
か
を
明
記

③
応
募
レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ
名
・
材
料
お
よ
び
分

量
・
つ
く
り
方
（
箇
条
書
き
）・

完
成
写
真
（
２
枚
以
上
）

●
審
査
方
法

　

一
次
審
査
（
書
類
選
考
）
後
、

最
終
審
査
を
行
い
ま
す
。
一
次

審
査
の
結
果
は
、
応
募
者
様
に

連
絡
し
ま
す
。

●
最
終
審
査　

２
月
22
日
・
琴

丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー

●
主
催　

三
種
じ
ゅ
ん
さ
い
料

理
推
進
協
議
会

問
い
合
わ
せ
先
…
じ
ゅ
ん
さ
い

情
報
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
８
―
８
８
５
５
）

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ  

　

生
き
生
き
学
習
（
陶
芸
教

室
・
歌
謡
教
室
）
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

　

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
陶
芸
教
室
（
初
心
者
向
け
）

　

１
月
20
日　

10
時
〜
15
時

●
歌
謡
教
室

　

１
月
24
日　

13
時
〜
16
時

※
１
月
の
休
館
日

　

１
日
、
２
日
、
３
日
、
５
日
、

　

13
日
、
19
日
、
26
日

問
い
合
わ
せ
先
…
高
齢
者
交
流

セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

（
☎
５
８
―
５
２
９
５
）

就
職
未
内
定
の
学
生
、
生
徒
お

よ
び
保
護
者
の
み
な
さ
ま
へ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
今
春

卒
の
学
生
、
生
徒
お
よ
び
保
護

者
の
方
を
対
象
と
し
た
「
未
内

定
就
活
生
へ
の
集
中
支
援
」
を

実
施
し
ま
す
。

【
支
援
内
容
】

　

求
人
情
報
の
提
供
・
応
募
書

類
の
添
削
指
導
・
面
接
指
導
・

個
別
求
人
開
拓  

等

問
い
合
わ
せ
先
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
能
代

（
☎
５
４
―
７
３
１
１
）

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

能
代  

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

●
相
談
内
容

　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登

記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
等

●
面
談
に
よ
る
相
談

　

事
前
に
電
話
予
約
必
要

●
予
約
専
用
電
話

　

０
１
８
―
８
２
４
―
０
０
５
５

●
開
催
日

　

２
月
18
日
・
３
月
11
日

●
相
談
時
間　

15
時
〜
17
時

●
相
談
場
所

　

能
代
商
工
会
館

●
予
約
締
め
切
り

　

前
週
金
曜
日　

15
時

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
県
司
法

書
士
会

（
☎
０
１
８
―
８
２
４
―
０
１
８
７
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
解

決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　
「
思
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
と
違
う
」「
詳
し
く
説
明

し
て
く
れ
な
い
」
な
ど
、
不
満

や
要
望
を
話
し
に
く
い
場
合

や
、
な
か
な
か
解
決
し
な
い
時

に
は
秋
田
県
運
営
適
正
化
委
員

会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
県
運
営

適
正
化
委
員
会

（
☎
０
１
８
―
８
６
４
―
２
７

２
６
・
平
日
の
８
時
30
分
か
ら

17
時
ま
で
）

多
重
債
務
相
談
窓
口
の
ご

案
内

　

自
ら
の
収
入
で
返
済
し
き
れ

な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、
お

悩
み
の
方
が
た
か
ら
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
無
料
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口　

財
務
省
東
北
財

務
局
秋
田
財
務
事
務
所　

理
財

課（
秋
田
第
２
合
同
庁
舎
３
階
）

●
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

・
８
時
30
分
〜
正
午

　

・
13
時
〜
16
時
30
分

（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
４
１

９
６
（
専
用
））

広告

じゅんさいカクテル
三種じゅんさい丼
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三
種
町
商
工
会
合
併
10
周

年
記
念　

新
春
の
集
い

落
語
会
・
講
演
会

  ●
と　

き　

１
月
８
日
（
木
）

●
会　

場　

ふ
る
さ
と
文
化
館

●
内　

容

・
午
後
４
時
〜 

　

落
語
会　

桂　

 

三
若 
氏

・
午
後
５
時
〜

　

講
演
会　

橋
本 

五
郎 

氏

　

テ
ー
マ
「
ど
う
な
る
日
本
の

　
　
　
　
　

政
治
と
経
済
」

●
入　

場　

無
料

●
定　

員　

先
着
２
５
０
名

●
申
し
込
み　

電
話
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

三
種
町
商
工
会　

本
所

（
☎
８
３
―
３
０
１
０
）

能
代
エ
ナ
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
案
内

「
新
春
洋
ら
ん
展
」

●
と
き　

１
月
10
日
〜
12
日

●
会
場　

カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

「
で
ま
え　

わ
く
わ
く
美
術
展
」

●
と
き　

1
月
16
日
〜
22
日

●
会
場　

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
第
22
回
熱
帯
植
物
園
写
生
コ

ン
ク
ー
ル
作
品
展
」

●
と
き　

１
月
24
日
〜
２
月
１
日

●
会
場　

カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

入
場
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…
能
代
エ
ナ
ジ

ア
ム
パ
ー
ク

（
☎
５
２
―
２
９
５
５
）

福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア

　

福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
方

と
、
採
用
予
定
が
あ
る
福
祉
事

業
所
と
の
合
同
面
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

【
秋
田
会
場
】

①
と
き　

２
月
７
日

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

②
と
こ
ろ

　

秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー  

ア
ル
ヴ
ェ

【
横
手
会
場
】　

①
と
き　

２
月
14
日

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

②
と
こ
ろ

　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

サ
ン
サ
ン
横
手

●
参
加
対
象

　

現
在
求
職
中
の
方
、
福
祉
の

仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

※
求
人
事
業
所
と
の
面
談
は
、

求
職
中
の
社
会
人
、
今
年
度

卒
業
予
定
の
学
生
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

●
内
容

・
求
人
事
業
所
と
の
個
別
面
談

・
福
祉
の
仕
事
に
関
す
る
各
種

相
談

・
職
業
適
性
診
断
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
（
秋
田
会
場
の
み
）

●
そ
の
他

・
入
場
無
料
・
事
前
申
し
込
み

不
要
・
入
退
場
は
自
由
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
県
社
会

福
祉
協
議
会

（
☎
０
１
８
―
８
６
４
―
２
８
８
０
）

募　
　

集

職
業
訓
練
の
希
望
者
を
募

集
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
能
代

  ●
科
名
／
定
員

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
科
／
15
名

●
内
容　

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
帳

票
作
成
や
デ
ー
タ
処
理
の
基

本
・
応
用
操
作
を
習
得
し
ま
す
。

●
期
間　

　

１
月
29
日
〜
４
月
28
日

●
場
所　

　

能
代
文
化
学
院（
能
代
市
東
町
）

●
募
集　

１
月
５
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
先
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
能
代
・
訓
練
担
当

（
☎
５
４
―
７
３
１
１
）

秋
田
県
育
英
会

入
寮
生
募
集

【
東
京
寮
】

・
募
集
人
員　

男
子
40
名
程
度

・
寮
所
在
地　

東
京
都
世
田
谷

区
北
沢
１
丁
目
41
―
22

【
ビ
ュ
ー
リ
ー
千
秋
】

・
募
集
人
員　

女
子
40
名
程

・
寮
所
在
地　

神
奈
川
県
川
崎

市
中
原
区
宮
内
４
丁
目
31
―
５

●
募
集

【
前
期
募
集
】 

申
請
時
点
で
、

当
学
生
寮
か
ら
通
学
で
き
る
大

学
等
に
合
格
が
決
定
し
て
い
る

方
。

【
後
期
募
集
】 

前
期
募
集
に
応

募
し
な
か
っ
た
方
。
申
請
時
点

で
、
当
学
生
寮
か
ら
通
学
で
き

る
大
学
等
に
合
格
、
現
在
受
験

（
志
願
）中
、
又
は
結
果
未
発

表
で
合
格
の
場
合
は
入
学
す
る

方
。

【
在
学
募
集
】 

当
学
生
寮
か
ら

通
学
で
き
る
大
学
等
に
在
学
し

て
い
る
方
。

※
在
学
募
集
は
、
入
寮
申
請
後

に
寮
の
管
理
者
に
よ
る
面
接

を
行
い
ま
す
。

●
募
集
期
間 

【
前
期
募
集
】

　

１
月
14
日
〜
１
月
30
日

【
後
期
・
在
学
募
集
】

　

２
月
13
日
〜
２
月
27
日

※
応
募
資
格
・
提
出
書
類
等
詳

細
に
つ
い
て
は
秋
田
県
育
英

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

公
益
財
団
法
人
秋
田
県
育
英
会

（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
３
５
５
２
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信
制
高
等

学
校　

生
徒
募
集

広
域
通
信
制
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等

学
校
普
通
科

①
履
修
年
数　

３
年

②
概
要　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
の
放
送
を
利
用
し
た

特
色
あ
る
教
育
課
程
で
、
３

年
間
で
高
校
卒
業
資
格
を
取

得
で
き
ま
す
。

③
募
集
対
象　

中
学
を
卒
業
し

た
方
、
ま
た
は
平
成
27
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
方
。
高
等

学
校
中
退
者
他

④
願
書
・
申
し
込
み
受
付　

　

１
月
25
日
〜
４
月
30
日

社
会
福
祉
士
養
成
課
程

①
履
修
年
数　

１
〜
２
年

②
概
要　

社
会
福
祉
士
の
受
験

資
格
を
取
得
で
き
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ドラゴンクリニック
院長　奈　良　幸　雄

医療法人　秋田愛心会

内科・外科・呼吸器内科・消化器内科・整形外科・小児科
〒018-2407  山本郡三種町浜田字上浜田１

TEL. 85ｰ4666

通所リハビリテーション通所リハビリテーション通所リハビリテーション

●個別リハビリ（20分以上）
●集団での体操
　リハビリを兼ねたレクリエーション 脳卒中で半身が完全に麻痺した方でも、自分

の両足でこげる実証例が多数あります。

　いつまでも健康に暮らせるよう一人一人に合ったリハビリを提供し
ます。病気やケガの後遺症のある方、退院後もリハビリを続けたい方
のリハビリも行います。

直接お問い合わせください

▲

TEL 85ｰ4666

介護・介護予
防

随時参加申込み受付中

理学療法
広告

広報 みたね
mitane town
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1月行事予定
町の人口と世帯数

●人　口 18,169人 （-49）
　 【男】 8,432人   （-14）
　 【女】 9,737人   （-35）
●世帯数 6,994戸   （-10）
※平成26年11月末現在、（  ）内前月比

編集後記
　キリっと張りつめた会場に入場テーマ曲
が流れ、ファインダー越しに三浦選手の入
場を待つ。チャンピオンベルトを先頭に現
れた王者の姿は、これまで以上に気迫に満
ち溢れた表情で、シャッターを押す指に熱
がこもる。より高度な技術を要するボクシ
ング撮影。隣りで全国紙の新聞記者が特大
レンズのカメラでシャッターを切る。正直

SDカードを渡して数枚撮ってもらおうか
とも思いました（笑）多くの不安もありま
したが、三浦選手の気迫に後押しされ、気
持ちで勝負。６ラウンドで631枚。「下手
な鉄砲も数撃ちゃ当たる」の連続撮影で臨
んだのですが、カメラの容量不足のため途
中で止まるというハプニングも…、カメラ
から煙が出るかと思いました。新年号を飾
る三浦選手世界王者防衛の記事みなさんい
かがでしたでしょうか？　　　　　　（公）

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
1 木 元日
2 金
3 土
4 日 消防出初式（式典　10：00～琴丘総合体育館）
5 月
6 火
7 水 メロンキッズひろば「お正月お楽しみ会」（浜口保育園　10：00～11：00）
8 木 健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　9：30～11：30）
9 金 浜口保育園開放日「みんななかよし！」
10 土
11 日
12 月 成人の日
13 火
14 水 三地区なかよし交流会「甲田先生のお話」（八竜改善センター　9：30～11：30）
15 木 健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　9：30～11：30）

16 金 ７か月児健康相談（保健センター）
鵜川保育園開放日「お友達と遊びましょう」

17 土
18 日
19 月 心の健康相談会（八竜改善センター）

20 火
行政相談所開設（ひまわりセンター　10：00～12：00）
がん患者の集い（保健センター　13：30～16：00）
わくわくひろば「４歳児の先生と遊びましょう」（琴丘保育園　9：30～11：30）
メロンキッズひろば「お正月遊びをしよう」（八竜改善センター　9：30～11：30）

21 水

22 木
健康相談・おしゃべりサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）
乳児健診（保健センター）
ドラえもんひろば「すくすく発育測定」（森岳保育園　9：30～11：30）

23 金 八竜幼稚園開放日「一緒に遊ぼう♪」
24 土 お金のなんでも相談会（八竜改善センター）
25 日
26 月 健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　9：30～11：30）
27 火 わくわくひろば「お面をつくりましょう」（琴丘保育園　9：30～11：30）

28 水 ５歳児健診（保健センター）
メロンキッズひろば「鬼のお面作り」（八竜改善センター　9：30～11：30）

29 木 ドラえもんひろば「一緒にあそびましょう」（森岳保育園　9：30～11：30）
教育委員会定例会（琴丘地域拠点センター　14：00～）

30 金 健康相談・じょもんコーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　9：30～11：30）
八竜幼稚園「くるみの森教室」

31 土
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